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は  じ  め  に 

 

別府溝部学園短期大学 

学 長  溝 部  仁 

 

 文部科学省「成長分野等における中核的専門人材養成の戦略的推進事業」のなかで、

「おんせん県おおいた・別府型ドリームプロジェクト」として別府溝部学園短期大学 

食物栄養学科に温泉コンシェルジュコースを設置し、温泉コンシェルジュの育成を行

うこととなりました。 

 別府市は日本一の温泉源、湧出量を誇る「おんせん県おおいた」の中心的な国際観

光温泉文化都市として発展してきました。この環境の中でこれまで温泉観光を中心と

した「体系的教育」が行われてきたわけではありません。個々の専門家は多数います

が、総合的な知識や総合的な対応ができる人材は少数でしょう。 

 本学は建学の精神として「自立・自活できる人材の育成」 を掲げ、地域のニーズに

あった教育課程を編成し、専門教育を行ってきており、その精神に沿った人材育成と

して「温泉コンシェルジュ」の養成を行うこととしました。 

 本学食物栄養学科「温泉コンシェルジュコース」では、温泉コンシェルジュ専門科

目としての 10 科目の体系的学習はもとより、栄養学、食品学を始めとした食をとおし

た健康増進、地域の食文化等を学び、将来的には栄養士免許の取得も可能な教育課程

を編成しています。そして、高齢社会に対応した介護福祉の学習により、介護職員初

任者研修修了証の授与および社会福祉主事任用資格の証明をおこなうとともに、外国

人とのコミュニケーションを図るための英語・中国語・韓国語の語学学習も行うこと

としています。 

 また、社会人の受け入れも積極的に行うこととしており、正課の学生の受け入れは

当然として、働きながらの計画的学習としての長期履修制度も設け、６年間以内の期

間での学習機会を可能としています。そして、社会人等の学生以外の者を対象とした

特別の課程として履修証明プログラムを開設します。温泉コンシェルジュ基礎・応用

として、各々総時間数 120 時間以上で設定し、プログラムの修了者には，学校教育法

に基づく履修証明書を交付します。 

 これらの学習をとおして、総合的世話のできる人材育成を図ることにより、全国の

温泉観光を目指す地域において特に期待される人材の養成を行っていきます。 

 これらの教育活動のために、地域で専門的に活躍している方々に力添えをお願いす

ることとなり、衷心よりお礼申し上げます。あわせて、この教育の機会を与えて下さ

ったプロジェクトの関係者の方々に深く感謝申し上げます。 

 

                        平成２６年３月 
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平成２５年度「成長分野等における中核的専門人材養成の戦略的推進事業」 

「おんせん県おおいた別府型・ドリームプロジェクト」事業概要 

                                大分大学高等教育開発センター 

                                センター長 山 下   茂 

 

 「成長分野等における中核的専門人材養成の戦略的推進事業」の推進にあたって、大分大学は「センタ

ーオブコミュニティ」としての役割を担う 1つの事業として、別府市の活性化、さらに大分県が進める

「おんせん県おおいた」の推進の一翼を担うために中心的な役割を引き受けました。大分県における唯

一の国立系大学の役割は、県内の大学等で組織する「とよのまなびコンソーシアムおおいた」の事務局

を担っていることでも分かるように、大分県の高等教育機関が果たす役割の中核的役割を担っています。

そうした役割を果たすための１つとして、学生の学びを支援していただく人材や地域の活性化のための

関係者とのネットワークづくりを進めることも重要な役割と考えています。本事業は、まさにその１つ

の具体的な事業としての成果を求められているものと受け止めています。 

 こうした考えのもとに、本学高等教育開発センターがその事務局を担って本事業を中心的に推進して

きました。この間、多くの方々の、本学への期待や、街づくり関係者との連携・協力による別府市の活

性化や子どもの育成への期待がヒシヒシと伝わってきました。 

 以下、本事業に関する基本的な考え方、及び取り組んできた内容の概要を整理します。 

 

１．「おんせん県おおいた別府型・ドリームプロジェクト」事業の目的 

 本事業の目的は事業名のとおり、「社会が求める中核的専門人材の育成」を行う、高等教育機関の役

割が問われるものであり、高等教育機関に求められる中核的専門人材を育成するための方策をモデル的

に検証するものであると考えています。まさに、高等教育機関におけるキャリア教育カリキュラムの開

発とその実証、そして、就業への繋がりが期待できるシステム作りが求められているものと考えていま

す。そのためには、まちづくりや地域の活性化に課題を抱える行政や企業、地域活動を続ける組織・団

体、さらに、高等教育機関や医療機関等の専門的領域の関係者が、その枠を超えてそれぞれの役割（長

所）を繋げ、融合することによって、それぞれが担えない機能や役割を補い、新しいテーマコミュニテ

ィーを形成することが重要であるという考えを基盤にしています。 

 その新しいテーマコミュニティーづくりを推進するために「おんせん県おおいた別府型・ドリームプ

ロジェクト」を組織し、 

① 人材育成機関としての別府溝部学園短期大学の理解を得て、 

② プロジェクトを基盤にして事業目的や目指す中核的人材像等を明確にしつつ事業実施方策の協議し 

③ その方針を基にして、教育プログラムを作成すること 

④ その教育プログラムを実証・検証すること 

⑤ さらに、将来的には企業や行政が求める人材を社会に送り出すこと（就業保証） 

⑥ 受け入れた社会（企業等）が更に育成すること 

という「まちの活性化」が図られるというサイクルを創り出すことが、本事業が目指す構造であると

考えています。そこで、人材育成母体としての別府溝部学園短期大学、推進組織となる「おんせん県お

おいた別府型・ドリームプロジェクト」が協働で実施することとしたものである。 

 

２．具体的な事業内容 

 本事業を推進するうえでの右図を前提としたプロジェクトの組織化とともに、プロジェクトを中心と

した以下の取り組みが出来たことは、次年度以降の「温泉コンシェルジュ」養成の基盤が出来上がった。 
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（１）会議 

①おんせん県おおいた・別府型ドリームプロジェクト  

中央委員会 

本事業の基本的事項の協議を行いつつ、事業進捗状

況の確認、課題・問題点の共有、長期ビジョンの形成

等に関して、８名の委員で実施した。 

②プログラム評価委員会 

   温泉コンシェルジュに求められる能力・実施の検討

を行いつつ、１２名の委員で教育プログラムを検討・

作成した。 

（２）調査・検討 

①別府温泉コンシェルジュ”の定義付け 

②“別府温泉コンシェルジュ”に求められる必須能力に

関する調査・検討 

③シラバスの実施に関する具体的なカリキュラムの検討と作成 

（３）成果物 

 ①温泉コンシェルジュに必要な資質・能力を育成する１０科目の専門科目のカリキュラムを作成した。 

 ②別府溝部学園短期大学の食物栄養科目に「温泉コンシェルジュコース」を開設する教育課程（案）

ができた。 

③ 受講者募集のチラシ・ガイドブックの作成・配布を行い広報・啓発の取り組みができた。 

 

３．成果と事業実施の課題 

（１）成果 

 ①「温泉コンシェルジュ」の養成に関するカリキュラム作成をとおして、県内においてこれまで見ら

れない充実した専門科目ができた（関係者の声）ことにより、高等教育機関の教育機能の充実に期

待できる。 

 ②高等教育機関の人材育成と地域が求める人材とのマッチングのテーブルが出来た事による今後の議

論、就業への直接的な繋がりを視野に入れた教育活動への可能性が広がった。 

 ③分野の異なる関係機関や専門家のネットワークが出来たことにより、この機能を他の分野の活用に

も期待できる。 

 ④委員及び別府溝部学園短期大学の教員等が、本物のコンシェルジュの講演を聴講することによって、

本事業が目指す「コンシェルジュ」養成の方向性を確認できた。 

 （２）課題 

 ①作成された教育プログラムのスムーズな実施のための、幅広い協力者・支援者の確保とネットワー

クの拡大が必要である。 

 ②実施者である別府溝部学園短期大学を主体とした今後の運営システムづくりの検討が必要である。 

③入学生募集と、別府市を中心とした大分県内の温泉地における就業のシステムが必要である。 

 

事業主体である別府溝部学園短期大学を中心として「おんせん県おおいた」の一翼を担える人材の養

成への道が開かれたことに、大分大学として感謝するとともに今後の取り組みに期待し、以下のとおり、

事業の成果やカリキュラムを紹介することによって本事業の報告とします。 
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①別府の歴史・人物・文化・自然に関する一定の知識がある。

②別府の街づくりや特色ある産業についての一定の知識がある。

③温泉の泉質や効能等の基礎知識がある。

④日本の接客業における職務ごとや総合的なおもてなしの心や業務が分かる。

⑤温泉コンシェルジュに求められるものを理解している。

⑥温泉の様々な利用に関する温泉産業、サービス等の一定の知識がある。

⑦別府市内の地理や交通手段の知識がある。

⑧別府温泉の観光・健康・医療・食等を総合した企画ができる。

⑨温泉による健康・医療について、温泉の様々な効能と泉質の関係の知識がある。

➉温泉を活用した健康トレーニングや、温泉との関係に限らず広く癒しや健康増進に関する知識がある。

①考え、生み出す力がある。（企画力・コンセプトワーク・柔軟な思考力）

②物事をわかりやすく説明して伝えることができる。（プレゼンテーション能力）

③情報や知識を複眼的、論理的に分析し、表現できる。（論理的思考力）

④科学的な根拠（統計・分析等）に基づいて現象を分析・理解し表現することができる。

⑤問題を発見し、解決に必要な情報を収集・分析・整理し、その問題を確実に解決できる。

⑥多様な情報を収集・分析して適切に判断して効果的に活用できる。

⑦中長期的な視野に立ち「グランドデザイン」や「戦略」を立案できる。

⑧地域の目指す方向に照らして、顧客へのプランを企画できる。

⑨地域への理解に基づいて地域社会の置かれている状況を読み解くことができる。

①他人の話に耳をよく傾けることができる。

②他者を理解し、多様な価値観を受容することができる。（コミュニケーション力）

③信頼関係を築き、親和的な態度で接することができる。。

④職場や地域での人的ネットワークを構築し、活用することができる。。（ネットワーク力）

⑤人々を説得し、動かすことができる。（リーダーシップ）

⑥自分で選び、決定し、行動することができる。

⑦自分の行動によって生じる責任を自分で背負うことができる。

⑧多様な文化や価値観の中で状況を改善しようとすることができる。

⑨既存の枠組み（態度・慣習・慣例等）にとらわれず、新たな変革を起こそうとすることができる

➉知識を生かし、職場や地域でのネットワークを活用した、より良いプログラムを提供をしようと努力する。

⑪別府の街づくりや特色ある産業について他の地域と比較するなどして、特色を説明できる。

⑫温泉を活用した産業、世界の温泉情報を説明できる。

⑬日本や世界のおもてなしの心と作法（マナー）を基にした、窓口業務としての接客サービスができる。

⑭別府の魅力を提供する総合的な接客サービスができる。

⑮別府における温泉産業、サービス、情報発信等を説明できる。

⑯温泉を活用した・ＰＲするイベントや温泉体験等の別府案内ができる。

⑰別府温泉の観光・健康・医療・食等の総合的な企画プログラムを提案できる。

⑱温泉による健康・医療について、温泉の様々な効能と泉質の関係を説明できる。

⑲温泉を活用した健康トレーニングや温泉との関係に限らず広く癒しや健康増進のトレーニングに関する
プログラムを説明できる。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　評　価　規　準
※【具体的な目標】の記載内容が「評価規準」のどの内容に近いかを検討して合致する項目を参考にして、具体的
な到達目標を記載し、記号と数字を記載する。ない場合は（新）と記載する。
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科目名 履修内容 時間数 単位数

１科目目
金３時限

温泉コンシェルジュの基礎
温泉コンシェルジュに求められるものを理解し、別府の魅力を提供
する総合的な接客サービスの内容を学びます。

講義
⒖コマ

2単位

授業計画

到達目標

２科目目
金４時限

別府の歴史と発展
別府の歴史から自然・人物・文化・産業に関する発展の知識を持
ち、各種資料による別府の学びをします。

講義
⒖コマ

2単位

授業計画

到達目標

３科目目
夏季集中

まちづくりと景観
別府のまちづくりや景観についての一定の知識を持ち、他の地域と
比較した特色を学びます。

講義
⒖コマ

2単位

授業計画

到達目標

４科目目
夏季集中

温泉学
温泉の泉質や効能等の基礎知識を学ぶとともに、温泉を活用した産
業、世界の温泉情報を学びます。

講義
⒖コマ

2単位

カリキュラム
内容

到達目標

１． 温泉コンシェルジュに求められるものを学ぶ。（１時限～11時限）
　①コンシェルジュに必要なもの（１～６）　②（別府）温泉コンシェルジュに必要なもの（７～11）
２．顧客へのプログラムの提案演習（12時限～15時限）
　①温泉コンシェルジュの魅力ＰＲ（12～13）②温泉コンシェルジュが発信する別府の魅力（14～15）

１．別府の発展の歴史を探る。（１時限～13時限）
　①別府を豊かにした自然を探る（１～３）　　　②別府に関わった人物を探る（４～５）
　③別府が生み出した文化を探る（６～８）　　　④別府を発展させた産業を探る（９～13）
２．これからの別府の発展のポイントを考える。（14時限～15時限）

１．「地域とは・都市とは」について学ぶ。（１時限～３時限）
　①地域・都市の誕生と定義（１）                          ②地域・都市計画の機能と役割（２）
  ③別府の地域・都市計画の特徴（３）
２．「まちづくりとは」について学ぶ。（４時限～６時限）
　①まちづくりの定義と各地のまちづくり（４）      　      ②別府のまちづくりの特徴（５）
  ③特定エリアを再生するまちづくりの要件（６）
３．観光資源としての景観について学ぶ。（７時限～１０時限）
  ①別府の地域資源や産業の特徴と景観の関係（７～８）　　  ②別府の景観の特徴（９～１０）
４．おすすめ風景カルテの作成と活用について学ぶ。（１１時限～１５時限）
　①おすすめ風景カルテの作成方法の検討と作成（11～13） 　 ②カルテを用いた情報提供の実践（14～15）

１．温泉学の概要を学ぶ。（１時限）
２．温泉科学を学ぶ。（２時限～４時限）
３．別府の温泉地としての魅力、温泉活用方法を学ぶ。（５時限～６時限）
４．温泉と健康を学ぶ。（７時限～８時限）
５．別府の地形と地質を学ぶ。（９～10時限）
６．温泉学フィールドワーク（11時限～12時限）
７．別府温泉とツーリズム（13時限～14時限）
８．（別府）温泉のまとめ。（15時限）

温泉コンシェルジュ養成専門科目一覧

【1年生対象科目】＊別府に関する基礎的な学びをする

１．知識・理解
①（別府）温泉コンシェルジュに必要な知識や資質・能力を理解し、説明できる。（Ａ-⑤）
②別府の魅力・特色を知り、顧客の求めるプログラムを作成しようとする。（Ｂ-①・Ｂ-②）
２．習得する資質・能力等
①他人の話に耳をよく傾け、適切な対応をしようと心がけることできる。（Ｃ-①・Ｃ-③)
②顧客や職場等の考えを理解し、多様な価値観を受容しようとすることができる。（Ｃ-②・Ｃ-④）

１．知識・理解
①別府の発展の歴史の特色を、自然・人物・文化・産業の４つ視点から説明できる。（Ａ－①）
②別府の発展のポイントを、歴史の視点と周辺地域との連携という視点から説明できる。（Ａ－①）
２．習得する資質・能力等
①取得した情報を基にして、物事をわかりやすく説明して伝えることができる。（Ｂ－②）
②情報や知識を様々な観点から論理的に分析し、表現（説明）できる。（Ｂ－③）

１．知識・理解
①コンシェルジュとして紹介する地域や都市の特性を如何にして理解したら良いかが分かる。(A-②)
②紹介しようとする地域や都市の全体像を理解し、別府の地域特性を説明できる。(A-②)
２．習得する資質・能力等
①顧客対応に利用する情報をストックし整理することができる。（B-③・B-⑥）
②情報を顧客のニーズに応えながら提供する能力を身に付ける。（Ｃ-①・Ｃ-②)
③別府の街づくりや特色ある産業について他の地域と比較するなどして、特色を説明できる。（B-④）

１．知識・理解
①温泉の自然科学、社会科学の知識における基本的事項を習得できる。（A-①・A-③）
②別府温泉に関する取り組みについて説明できる。（A-⑥）
２．習得する資質・能力等
①別府温泉コンシェルジュとして、温泉の専門的知識をベースに接応できる。（C-⑮、C-⑯）
②科学的な根拠（統計・分析等）に基づいて現象を分析・理解し表現することができる。（B-④）
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５科目目
夏季集中

おもてなし演習
宿泊施設における職能別の職務を体験し、宿泊施設の業務と、業
務ごとのおもてなしの心を学びます。

演習
30コマ

2単位

カリキュラム
内容

到達目標

１．知識・理解
①宿泊施設の職能別の職務を難易度順に体験し、お客様のニーズに沿ったサービスをしていることなどコンシェルジュと
して現場で役立つ基本を理解する。（A-5）
②温泉に関する知識をどのように商品やサービスにしていくかを考え企画する。（B-1）
２．習得する資質・能力等
①接客施設におけるおもてなしの心を持って接客サービスしようとする。（A-4）
②それぞれの職務の多様な価値観を受容し、信頼関係を築き、親和的な態度で接しようとすることができる。（C-1~4）

１．宿泊施設の職能別の職務をおもてなしの心を学ぶ。（1時限～28時限）
  ①メンテナンス業務演習（1～7）　　　　　　　　　　　 ②食事サービス業務演習（8～14）
　③厨房調理等補助業務演習（15～22）　　　　　　　④フロント業務演習（23～28）
２．職場のなかのコンシェルジュの機能と役割を学ぶ。(29時限)
３．コンシェルジュとしての商品サービスの企画。（30時限）
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科目名 履修内容 時間数 単位数

１科目目
温泉の基礎

温泉の様々な利用を知り、別府における温泉産業、サービス、情報
発信等を学びます。

講義
⒖コマ

2単位

カリキュラム
内容

到達目標

２科目目 温泉コンシェルジュ　実習Ⅰ
別府市内の地理や交通手段を学び、温泉を活用した・ＰＲするイベントや温
泉体験等の別府案内ができる力を育成します。

演習
30コマ

2単位

授業計画

到達目標

３科目目 温泉コンシェルジュ実習Ⅱ
別府温泉の観光・健康・医療・食等のコンシェルジュとしての総合
的な企画プログラムを提案できる力を育成します。

演習
30コマ

2単位

授業計画

到達目標

４科目目 温泉医療療養指導
温泉による健康・医療について、温泉の様々な効能と泉質の関係を
学びます。

講義
⒖コマ

2単位

授業計画

１．知識・理解
①安全な温泉利用法を説明できる。（Ａ-⑨）
②健康増進目的の温泉利用法を説明できる。（Ａ-⑨）
③持病がある方の温泉利用上の注意内容を説明できる。（Ａ-⑨）
２．習得する資質・能力等
①温泉による健康・医療について、温泉の様々な効能と泉質の関係を基にして、一般的な温泉利用の利点と危険性、体質
や症状に応じ
　た温泉利用についてのアドバイスができる。(Ｃ-⑱)
②顧客のニーズや情報を収集・分析し、適切に判断して効果的なプログラムを提案できる。(Ｂ-⑥)

到達目標

１．学習内容
　①温泉の様々な利用に関する温泉産業、サービス等の一定の知識がある。
　②別府における温泉産業、サービス、情報発信等を説明できる。（同上）
　③温泉を活用した産業、世界の温泉情報を説明できる。（同上）
２．習得する資質・能力等
　① 別府温泉の観光・健康・医療・食等を総合した企画ができる。（同上）
　②職場や地域での人的ネットワークを構築し、活用することができる。（同上）

１．知識・理解
①顧客に対して、別府の様々な地域資源を組み合わせた滞在プログラムの提案を行う。（Ａ-⑧）
②関係する職場の特徴、周辺の資源、イベント情報等を調査・収集し、それらを組み合わせて、顧客の滞在価値を高める
マップやニュースレターを作成する。（Ｂ-①、B-②、B-③、B-⑥、B-⑧）
２．習得する資質・能力等
①自身の知識に加え、人的なネットワークを活用して課題解決を図るネットワーク力が身に付く。（Ｃ-④)
②顧客や職場等の考えを理解し、課題解決の為の提案を行う企画提案力が身に付く。（Ｃ-⑩・Ｃ-⑰）

１．別府の温泉（観光）情報発信の方法を学ぶ。（１時限～６時限）
　①必要とされるWeb上での情報発信法（１～３）
　②街づくり、人づくり、場づくりに取組の手法と情報発信（４～６）
２．別府温泉による癒しや美容を学ぶ。（７時限～８時限）
３．別府の温泉産業を学ぶ。（９時限～13時限）
　①地域に密着した職人技を磨く現場から伝統工芸に取り組む職人・施設（９～11）
　②温泉熱を利用した産業（12～13）
４．別府温泉のサービスメニューを学ぶ。（14時限～15時限）

１．温泉医療についての総論を学ぶ。（１時限～６時限）
　①医療における温泉の意義（１～２）   　②日本の温泉の国際的な位置づけ（３）
　③温泉の医療効果の根拠（４〜６）
２．温泉が個々の代表的な疾患に対して及ぼす影響について学ぶ。(７時限〜15時限）
　＊循環器系疾患、呼吸器系疾患、免疫・アレルギー疾患、ストレス、代謝性疾患、肝臓
   ・消化器疾患、婦人科・泌尿器科疾患、呼吸器系疾患、骨・関節疾患（予定）

１．宿の想いを知り過ごし方を提案する。（１時限～15時限）
　①宿の想いを知る（１～３）　            ②宿周辺のマップ作り（４～９）
  ③宿のニュースレター作り（10～15）
２．宿の新しいプログラムを創る。（16時限～30時限）
　①プログラム企画（16～24）　            ②プログラム体験実習と交流会（25～30）

１．別府・大分県の観光を知る。（１時限～6時限）
　①別府市内の観光素材（１～３）        　②大分県内の観光素材（４～６）
２．まちあるき・温泉巡り体験（7時限～18時限）
　①まちあるき体験（７～12）②温泉巡り体験（13～18）
３．観光案内実習（19時限～30時限）
　①対話の心得とシュミレーション（19～21）②観光現場での案内実習（2限～30）

【２年生対象科目】＊専門的な学びと実習を行い、コンシェルジュとしての資質・能力を養成する

１．知識・理解
①（別府）温泉コンシェルジュに必要な知識や資質・能力を理解し、説明できる。（Ａ-⑤）
②別府の魅力・特色を知り、顧客の求めるプログラムを作成しようとする。（Ｂ-①・Ｂ-②）
２．習得する資質・能力等
①他人の話に耳をよく傾け、適切な対応をしようと心がけることできる。（Ｃ-①・Ｃ-③)
②顧客や職場等の考えを理解し、多様な価値観を受容しようとすることができる。（Ｃ-②・Ｃ-④）
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５科目目 健康トレーニング
温泉を活用した健康トレーニングや温泉との関係に限らず広く癒し
や健康増進のトレーニングプログラムを学びます。

講義
15コマ

2単位

授業計画

到達目標

１．知識・理解
①温泉プールを活用した健康・体力づくりやリハビリテーションの方法が分かる。（Ａ－➉）
　②別府のトレーニング・医療・リハビリ施設に関する知識がある。（Ａ－➉）
③温泉を活用した健康トレーニングやリハビリテーション、広く癒しや健康増進に関する基本的な知識がある。（Ａ－
➉）
２．習得する資質・能力等
①信頼関係を築き、親和的な態度で接することができる。（Ｃ－③）
②温泉を活用した健康・体力トレーニングやリハビリに関する知識を基にして、課題解決に向けたプログラムを提案でき
る。

１． 健康・体力づくりやリハビリテーションに関する基本的な知識を学ぶ。（１時限～４時限）
２．温泉プールを活用した健康・体力づくりやリハビリテーションの方法を学ぶ。（５時限～10時限）
　①温泉プールを活用した健康・体力づくりの方法(５～７）
　②温泉プールを活用したリハビリテーションの方法（８～10）
３．別府のトレーニング・医療・リハビリ施設の訪問学習（11時限～13時限）
４．温泉を活用した健康・体力トレーニングやリハビリに関する個別の課題を想定して課題解決に向けたプログラム作成
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（14時限～
15時限）
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「成長分野等における中核的専門人材養成の戦略的推進事業」

専門科目カリキュラム集

【１年生対象科目】
＊別府に関する基礎的な学びをする
�温泉コンシェルジュの基礎
�別府の歴史と発展
�まちづくりと景観
�温泉学
�おもてなし演習

【２年生対象科目】
＊専門的な学びと実習を行い、コンシェルジュ
として資質・能力を養成する

�温泉の基礎
�温泉コンシェルジュ 実習�
�温泉コンシェルジュ実習�
�温泉医療療養指導
�健康トレーニング
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       授業科目名  必修・選択   単位  学期曜・限    対象者    担当講師名・事務連絡先 

温泉コンシェルジュの基礎 

foundation  for  the Spa 

Concierge 

   選択 

※コンシェルジュ

認定者は必修 

 

   ２ 

 

  

 前期 

 

 

  １年 

 

主担講師：中川忠宣 

（大分大学） 

 

【授業のねらい】 
 サービスの専門家（「総合世話係」）としてのコンシェルジュは様々な分野で存在し、特に、温泉観光や温泉

での健康を提供する地域においては、温泉に関する各種法律や実際の効果・効能に関する知識、おもてなしの資

質を備えた「温泉コンシェルジュ」が求められています。 

本授業は、温泉コンシェルジュとしての資質・能力、顧客の相談へのプログラム提供、顧客へのおもてなしの

心と作法など、顧客への総合的なサービスを提供できる人材を育成するものであり、別府という地域を想定しな

がら、別府温泉コンシェルジュに必要なものが何なのかを幅広く学び、「温泉コンシェルジュ」の養成の趣旨を

総合的に学びます。 

【具体的な到達目標】 

１．知識・理解 

①（別府）温泉コンシェルジュに必要な知識や資質・能力を理解し、説明できる。（Ａ-⑤） 

②別府の魅力・特色を知り、顧客の求めるプログラムを作成しようとする。（Ｂ-①・Ｂ-②） 

２．習得する資質・能力等 

①他人の話に耳をよく傾け、適切な対応をしようと心がけることできる。（Ｃ-①・Ｃ-③) 

②顧客や職場等の考えを理解し、多様な価値観を受容しようとすることができる。（Ｃ-②・Ｃ-④）  

【授業の内容】                                         講  師 

１． 温泉コンシェルジュに求められるものを学ぶ。（１時限～11時限） 

１）コンシェルジュに必要なもの（１時限～６時限） 

  ＊コンシェルジュに求められるもの＊ビジネスマナー 

  ＊コンシェルジュのネットワーク 

２）（別府）温泉コンシェルジュに必要なもの（７時限～11時限） 

  ＊コンシェルジュが説明する別府の特色 

  ＊コンシェルジュが説明する別府温泉の特色 

２．顧客へのプログラムの提案演習（12時限～15時限） 

１）温泉コンシェルジュの魅力をＰＲ（12時限～13時限） 

２）温泉コンシェルジュが発信する別府の魅力（14時限～15時限） 

中川忠宣 

鶴田浩一郎 

恒松栖 

谷川真奈美 

別府市観光協会 

 

 

 

 

【時間外学習】 

○15時間以外に、温泉や別府観光に関する資料を収集したりファイル化したりすることが必要です。 

【教科書】 

○特定の教科書は使用しませんが、各講師が授業ごとに資料を配付します。最終的にはその資料からのテストの

出題をします。また、グループ演習での作品製作も行います。 

【成績評価の方法と評価割合】 

①授業での知識：ペーパーテスト：L1:60点～/L2：70点～/L3:80点～/L4:90点～/L5:95点～ 

②授業時の課題対応：ミニレポートや学習課題への対応：L1:60～/L2：70点～90点～/L3:90点～ 

③専門性：関係者での模擬接遇：L1:60～/L2：70点～90点～/L3:90点～ 

④責任感や積極性等の授業中の態度：L1:60～/L2：70点～90点～/L3:90点～ 

【注意事項】 

○別府温泉コンシェルジュに求められるトータルを学ぶ授業ですので、欠席すると別府温泉コンシェルジュと他

の授業との関係が不明確になります。特別な理由以外の欠席は全て減点します。遅刻も減点対象です。 

○万一、不慮の場合で欠席した場合は、必ずその授業の補填をしていただきます。 

※欠席１回につき３点の減点（３回目の欠席は４点の減点） 

②授業の実施日時に関する注意事項 

○「温泉コンシェルジュの基礎」と連携した授業ですので、事業実施日に注意をしてください。 
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授業内容 

                       具 体 的 な 授 業 計 画     授 業 者 

１．温泉コンシェルジュに求められるものを学ぶ。（１時限～10時限） 

１つの窓口でこと足りるサービス体系として『コンシェルジュ・サービス』という

呼び方もされており、温泉をベースにした旅行者や健康・癒やしを求める相談者など

（以下、「顧客」という。）への窓口において、どんな相談に対しても、豊富な知識

に基づいて、顧客に合った提案・サービスをおこなう温泉コンシェルジュは、顧客へ

の温泉に関する「総合世話係」です。そのための接遇の基本や温泉の効果・効能に関

すること、「泉都」とも呼ばれる別府ならではの温泉資源を活用した観光等の取り組

みの概要を学びます。 

 

１）コンシェルジュに必要なもの（１時限～６時限） 

コンシェルジュとは何か、コンシェルジュに必要な豊富な知識は何かなど、コンシ 

ェルジュの定義に基づいて提案・サービスを行う制度や職域についての基礎的な事項

を学びます。 

 

① 授業ガイダンス 

「温泉コンシェルジュコース」の学びの概要と授業計画を説明し、温泉コンシェル

ジュコースの全体像を理解する。 

＜15時間の授業概要＞シラバスの説明、講義と演習と学習資料作成、最終プレゼン

と模擬接遇 

＜10専門科目の概要＞「温泉コンシェルジュコース」全体の説明、専門科目の説明

、授業計画の説明 

 

② 「総合世話係」とは 

サービスをする専門家として業務を学ぶ。 

＜顧客への基本サービス＞顧客の旅のトラブルを解決して正しく次の目的や目標の

場所に導くお手伝い、そのための接客マナーなど、コンシェルジュが顧客に対す

る基本的なサービス内容に関すること 

＜個人に応じたサービス＞顧客一人ひとりに応じたきめ細かいサービス提供、リピ  

  ーターを意識したサービス提供など 

＜究極のパーソナルサービス＞顧客の要求に応じた地理案内や航空券・観劇の切符 

の手配、道案内やレストランの紹介、病気の時なケア、人探しや物探しなど 

 

③④⑤コンシェルジュに求められるもの 

知識や人脈を駆使して要望に応えようとする思いやりと暖かさをもってお迎えす 

る心と態度を学ぶ。 

 ＊資質・能力として求められるものを講義で学び、その育成のためにグループ演習 

や接客の実際を行う。 

＜接遇と言葉づかい＞何事にも冷静に対応し、どんな人とでも心からコミュニケー

ションをとろうとする姿勢やコミュニケーションツールとしの言語の使いこなし  

＜求められる知識や能力＞顧客の相談に対応するために必要な知識・判断力・行動 

  力・向上心・自己開発力、問題解決力など  

＜ビジネスマナー＞職業人としての顧客へのサービスマナー 

＊立居振舞、身だしなみ、思いやる心と動き、美しい言葉づかいなど 
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⑥コンシェルジュのネットワーク 

コンシェルジュ相互の幅広いネットワークの効果や必要性を学ぶ。 

＜コンシェルジュの種類＞地域に存在するソムリエ等も含む総合案内係の現状、コ

ンシェルジュの職務内容 

＜ネットワークの意義＞幅広い情報や取引先と良い関係、コンシェルジュ同士がホ 

 テルや企業の枠を超えてネットワークを組織する等の大切さ、別府におけるネッ 

トワークの現状 

 

２）（別府）温泉コンシェルジュに必要なもの（７時限～11時限） 

 温泉の実際の効果・効能に関することや、「泉都」とも呼ばれる別府ならではの温

泉資源を活用した観光を基幹産業とした別府ならではの取り組みや特色の概要を学び

ます。 

 

⑦⑧別府温泉の概要 

「昔話」や「逸話」、歴史上の人物等のから、温泉コンシェルジュが説明する歴

史や発展の特色資料を作成する。 

 ＊「別府の発展と歴史」の授業で学んだ①別府を豊かにした自然②別府に関わった人

物③別府が生み出した文化④別府を発展させた産業に関する資料等を基にして、グル

ープ毎のテーマを設定して、別府の特色をＰＲするための資料（冊子）を作成す

る。 

 

⑨⑩⑪別府温泉の特色めぐり（別府温泉の特色とスポット散策） 

別府八湯をベースにして作成した「温泉ガイドマップ」の沿って、コンシェルジ 

ュとして紹介したい各種施設等を見学する。その後「「温泉ガイドマップ」は他の

授業での学びを通して加除修正をしながら「温泉コンシェルジュコース」修了時に

完成させる。 

＊別府駅周辺のまちあるき体験 

＊鉄輪温泉街のまちあるき体験 

＊別府八湯温泉 

 

２．顧客へのプログラムの提案演習（12時限～15時限） 

 別府温泉をベースにした最高の癒しを提供できる温泉コンシェルジュとしての総合

的なおもてなしを提供するために必要な知識や資質を整理します。 

 

１）温泉コンシェルジュの魅力をＰＲ（12時限～13時限） 

授業のまとめとして、温泉コンシェルジュの存在や必要性をＰＲする資料を作成するた

めに「温泉コンシェルジュ役割」という視点から整理し、「魅力」をアピールするプレゼ

ンを作成します。 

 

⑫⑬温泉コンシェルジュの魅力発信 

「温泉コンシェルジュ」に求められるものと、温泉コンシェルジュの魅力（必要性）

に関する学習のまとめをする。 

＜温泉コンシェルジュの役割＞温泉に関する「総合世話係」、必要な知識・資質・

能力、接遇する態度など 

＜温泉コンシェルジュの魅力＞温泉コンシェルジュが提供できるものと顧客のニー

ズへの最高のおもてなし 

＊模擬接遇を想定して、顧客へ魅力を発信するためのプログラム作成と、口頭でプ

鶴田浩一郎 
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ログラム提案をする準備をする。 

 

２）温泉コンシェルジュが発信する別府の魅力（14時限～15時限） 

 「温泉コンシェルジュに必要なもの」で作成した資料を基にして、温泉コンシェル

ジュとして顧客に提供（アピール）したい１つのプログラムを作成します。 

 

⑭⑮温泉コンシェルジュが発信する別府の魅力 

別府温泉の魅力を整理し、魅力体験プログラムを発信する。 

＜別府の魅力探し＞温泉をテーマにした「私が薦める別府の魅力」探し 

＜別府の魅力発信＞最高の癒しを提供できる魅力的なプログラム作成（ポスター作

成や説明用のプレゼン作成）とプログラム発信、 

 ＊模擬接遇を想定して、顧客へ魅力を発信するためのプログラム作成と、口頭でプ

ログラム提案をする準備をする。 

 

 

【資料】 

１．温泉コンシェルジュとして必須の学習内容 

１）コンシェルジュとしての資質・能力・基礎知識の習得 

 ①温泉コンシェルジュに求められるものを学ぶ 

 ②顧客の国の言葉を学ぶ 

 ③思いやりの心とマナーを学ぶ 

 ④体験を通して「温泉コンシェルジュの資質」を学ぶ 

２）別府に関する基礎知識の習得 

 ①別府を学ぶ（歴史・人・文化・自然） 

 ②別府の街づくりを学ぶ 

３）温泉の利用に関する学び 

 ①温泉を学ぶ 

  ②温泉と産業を学ぶ                                    

 ③温泉と健康・医療を学ぶ 

４）温泉と健康・医療に関する学び 

 ①別府温泉と健康・医療の取り組みを学ぶ 

 ②別府で学ぶ健康づくり 

５）別府温泉と観光の街づくりに関する学び 

  ①別府で学ぶ温泉の基礎 

  ②街づくり体験を通して「別府温泉コンシェルジュの資質」を学ぶ 

  ③別府からの情報発信を学ぶ 

 

２．上級の温泉コンシェルジュとして習得すべき資質・能力 

  ①介護技術を学ぶ 

  ②食と健康を学ぶ 

  ③コミュニケーション能力を学ぶ 

  ④日本語を学ぶ 

 

 

中川忠宣 
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       授業科目名  必修・選択   単位  学期曜・限    対象者 担当講師名 

 

別府の発展と歴史 

 

   選択 

※コンシェルジュ

認定者は必修 

 

   ２ 

 

  

金・４限  

 

 

１年 

 

 
主担講師：恒松 栖 
（地域歴史研究家） 

 

【授業のねらい】 

 別府の発展の1つの視点として、「別府温泉」を学んだ最高のおもてなしを総合的に提供できるコンシェル

ジュが、様々なポジションに存在することが求められ、別府（地域）を知ることが基盤となります。 

 そのために、別府の歴史を紐解きながら①別府を豊かにした自然②別府に関わった人物③別府が生み出した文

化④別府を発展させた産業という視点から、別府にかかわる一定の基礎的な知識を学び、別府の街づくりや特色

ある産業について理解し、泉都別府を説明・案内ができる基礎力を身につけます。 

【具体的な到達目標】 

１．知識・理解 

①別府の発展の歴史の特色を、自然・人物・文化・産業の４つ視点から説明できる。（Ａ－①） 

②別府の発展のポイントを、歴史の視点と周辺地域との連携という視点から説明できる。（Ａ－①） 

２．習得する資質・能力等 

①取得した情報を基にして、物事をわかりやすく説明して伝えることができる。（Ｂ－②） 

②情報や知識を様々な観点から論理的に分析し、表現（説明）できる。（Ｂ－③） 

【授業の内容】                                        講  師 

１．別府の発展の歴史を探る。（１時限～13時限） 

１）別府を豊かにした自然を探る（１時限～３時限） 

  ＊別府の自然と八湯と地下資源 

２）別府に関わった人物を探る（４時限～５時限） 

  ＊別府に訪れた人物と発展に寄与した人物 

３）別府が生み出した文化を探る（６時限～８時限） 

  ＊遺跡・文化財から現代の教育まで 

４）別府を発展させた産業を探る（９時限～13時限） 

  ＊交通・商店街・竹製品・温泉産業まで 

２．これからの別府の発展のポイントを考える。（14時限～15時限） 

  ＊別府の歴史及び周辺地域との連携の視点から 

恒松 栖 

溝部 仁 

中川忠宣 

 

 

 

 

 

【時間外学習】 

○15時間以外に、①別府を豊かにした自然②別府に関わった人物③別府が生み出した文化④別府を発展させた産

業ごとに、授業中の資料や別府市の観光資料等を参考してファイル化したりすることが必要です。 

【教科書】 

○特定の教科書は使用しませんが、各講師が授業ごとに資料を配付します。最終的にはその資料からのテストの

出題をします。また、実習的な調査活動も行います。 

【成績評価の方法と評価割合】 

①授業での知識：ペーパーテスト（4題）：L1:60点～/L2：70点～/L3:80点～/L4:90点～/L5:95点～ 

②授業時の課題対応：ミニレポートや学習課題への対応：L1:60～/L2：70点～90点～/L3:90点～ 

③適性：関係者での模擬接遇：L1:60～/L2：70点～90点～/L3:90点～ 

④責任感や積極性等の授業中の態度：L1:60～/L2：70点～90点～/L3:90点～ 

【注意事項】 

①授業への参加度に関する注意事項 

○別府温泉コンシェルジュに求められる別府の発展の基礎を学ぶ授業ですので、欠席すると他の授業への理解度

が下がりますので、特別な理由以外の欠席は全て減点します。遅刻も減点対象です。 

※欠席１回につき３点の減点（３回目の欠席は４点の減点） 

○万一、不慮の場合で欠席した場合は、必ずその授業の補填をしていただきます。 

②授業の実施日時に関する注意事項 

○「温泉コンシェルジュの基礎」と連携した授業ですので、授業実施日に注意をしてください。 
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授業内容 

                       具 体 的 な 授 業 計画     授 業 者 

１．別府の発展の歴史を探る。（１時限～13時限） 

別府の歴史を探るために①別府を豊かにした自然②別府に関わった人物③別府が生み

出した文化④別府を発展させた産業の４つの視点から、現地調査も含めて自らの目で確

かめながら学びます。さらに、別府の街づくりや特色ある産業について理解し国際観光

温泉文化都市別府の特色を説明・案内ができる資料を整理します。 

１）別府を豊かにした自然を探る（１時限～３時限） 

 別府の産業・文化を育んできた豊かな自然について学びます。 

①別府の自然 

日本最大の温泉都市別府を取り巻く自然環境・自然の成り立ち等を学ぶ。 

＜別府の位置＞別府を取り巻く町や村、人々の往来から見た位置、行政区から見た位

置、西日本の観光地から見た位置等           

＜別府の地形の成り立ち＞別府を取り巻く山々、石垣扇状地形の成り立ち、別府の   

   主要な河川、別府の高原・丘陵地、別府の地溝帯や断層線 

＜別府の気象＞別府の恵まれた気象条件，別府温泉と気象、自然災害・地震や津波 

②別府八湯温泉 

別府八湯温泉の発達とそれぞれの特色を学ぶ。 

＜温泉場の発展と特色＞浜脇温泉、別府温泉、亀川温泉，柴石温泉、鉄輪温泉、明礬

温泉、堀田温泉、観海寺温泉 

＜別府八湯の周辺及び隙間の温泉場＞上人・北石垣・南石垣・荘園・山の手・小倉・

湯山・城島 等 

③別府の地下資源 

別府地区の地下資源の鉱物及び温泉資源等を学ぶ 

＜別府の鉱産物＞硫黄の発掘、金・銀鉱（別府金山）・（柴石金山）、珪酸白土の採掘 

  地獄（温泉熱）利用・・明礬の製造（鶴見七湯廼記）、湯の花の製造（湯の花組合 

  の成立）渡辺五郎右衛門、脇屋諦則 

 

２）別府に関わった人物を探る（４時限～５時限） 

 温泉を中心とした健康や癒やし、別府の発展に関わった人物について学びます。 

④別府を訪れた人々 

古くから多く文人墨客が訪れ紀行文や小説等を残してきた歴史を学ぶ。 

＜別府紀行＞貝原益軒「豊国紀行」・古川古松軒「西遊雑記」・、脇蘭室「かん海漁談」・

伊能忠敬「測量日記」  

＜文人墨客＞広瀬淡窓、竹久夢二、土屋文明、斉藤茂吉、徳富蘆花、白蓮、夏目漱石、

菊池幽芳、森有礼、 

⑤油屋熊八・梅田凡平氏らの業績 

別府観光の草分け的存在の人物と業績を学ぶ。  

＜亀の井バスの設立＞市内地獄めぐり遊覧コースの設立、バスガイド付案内 

＜観光宣伝＞富士山山頂に別府宣伝標柱の設置、亀の井ホテルの設立 
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３）別府が生み出した文化を探る（６時限～８時限） 

 別府の歴史の中で生まれ、育まれてきた文化と教育の変遷について学びます。 

⑥別府の古い時代の遺跡と文化財 

別府地区を取り巻く周辺部の遺跡や古い時代の温泉遺跡、有形・無形文化財等の 

概要から別府の文化の特色を見る。 

＜周知の埋蔵文化財＞十文字原遺跡群、国宝鬼の岩屋古墳、春木古代遺跡公園 

＜豊後風土記＞赤湯の泉、玖倍理湯の井、河直山などの地名と古代からの地獄（温 

泉）の存在 

＜別府の発展＞古代集落の広がり、荘園時代の「別府」の地名、横灘 48 村 

＜石垣原の合戦＞関ヶ原の戦いの前哨戦としての石垣原の合戦、大友氏と黒田氏 

＜文化財＞有形文化財（建造物・絵画・典籍・工芸品・古文書・考古資料、史跡）、 

無形文化財、名勝、天然記念物、保護樹 

＜無形民俗文化財・文化的景観＞別府明礬温泉湯の花製造技術、別府の湯けむり・温

泉地景観、浜脇薬師祭り見立て細工 

⑦別府市美術館・別府市立図書館 

別府市美術館の設立のきっかけと収蔵絵画等の関わり及び企画展の所蔵作品、郷土

資料を収蔵する図書館を学ぶ。  

＜別府市美術館の変遷＞佐藤慶太郎，脇鉄一市長、別府市公会堂敷設美術館、別府  

  市中央公民館内美術館、上人ケ浜美術館 

＜所蔵美術品＞文化勲章受章者作品、日本画・洋画・彫刻・書跡・工芸品、漫画 

＜企画展の所蔵＞別府現代絵画展、別府アジア絵画展、別府アジアビエンナーレ絵画 

＜文化財・歴史資料＞石造建築物、民族民具資料・竹産関係資料、温泉資料 

＜別府市立図書館＞閲覧・貸出・調査・相談活動、蔵書数２２万冊以上 

⑧別府の教育機関 

別府における幼・小・中・高・大学の創立と現況、特色ある教育について学ぶ。   

＜幼稚園教育＞私立幼稚園の設置・公立幼稚園の設置、保育年限の延長、幼保連携 

＜小学校・中学校教育＞学校の変遷（新設・統廃合）、特色ある学校、私立小中学校 

＜高等学校教育＞県立・市立高等学校、私立高等学校 

＜特色ある大学教育＞別府大学・別府大学短期大学部、別府溝部短期大学，ＡＵＰ 

 アジア太平洋大学 

＜業績を残した先覚者＞大岳楼の設立，後藤柏園、矢田希一、兼子鎮雄（高等教育）、 

河野三五郎（算術教育）、佐藤義詮、溝部ミツエ 

 

４）別府を発展させた産業を探る（９時限～13時限） 

 陸と海を結ぶ要所として、豊富な温泉による観光地としての発展について学びます。 

⑨別府の交通体系 

別府が温泉都市として発展と交通機関の発達・整備された交通網について学びます。 

＜別府の古い道＞豊前への道、府内への道、玖珠・日田への道、花棚道、十文字原一

軒家 

 

 

恒松 栖 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

恒松 栖 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

恒松 栖 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

恒松 栖 
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＜瀬戸内海交通＞関西への道、中国・四国への道、九州沿岸への道 

＜鉄道交通＞日豊本線の開通、別大電車の開通、ケーブル楽天地の開園 

＜陸上交通網の発達＞やまなみハイウェイ、九州横断自動車道、国道・県道・市道等

の交通網 

＜航空交通＞大分空港の開港、遊覧飛行の設立 

⑩温泉と街並みの発展 

別府の中心街の発展と温泉湧出分布とのかかわりや海岸埋立造成について学ぶ。 

＜自然湧出泉＞共同浴場と街並みの発展、江戸時代の温泉、明治時代の温泉，今日の

温泉湧出 

＜人工掘削泉＞上総掘りによる温泉孔数、全国の温泉湧出数分布、世界の温泉分布 

＜石垣原扇状地と温泉＞扇状地の南と北の温泉湧出地，温泉の給湯事業 

⑪別府の商店街 

別府の中心地の商店街の発達と人々の流れやホテル街の発達、大型商業施設を学ぶ。 

＜古い 6 つの商店街の発達＞駅前通り商店街，弥生町商店街、銀座街商店街、流川 

 通り商店街、中浜筋商店街、楠商店街 

＜市街地周辺地の商店街＞亀川中央町商店街、鉄輪旅館街商店街、道路沿線商業施設 

＜大型商業施設の出現＞デパート、チエン・系列商業施設 

⑫竹細工・つげ細工・お土産品 

別府地区の特産品の竹材工とつげ細工の発展・別府のお土産品の数々を学ぶ。   

＜竹細工＞別府徒弟学校竹籃科の成立、竹細工の製品、竹林の分布、生産高 

＜つげ細工＞つげ細工の発祥、「アカカベ洋品店」、つげ細工の製品 

＜お土産品＞入浴剤・竹細工・つげ細工・菓子類 

⑬温泉利用の産業 

温泉の利用方法と産業への活用、地熱発電への利用について学ぶ。 

＜温泉利用＞浴用（健康）、地獄蒸し料理、暖房施設（室内暖房施設）、地熱発電の歴

史、地熱発電、山内男爵、高橋廉一、九州電力八丁原発電所、杉の井ホテル発電所 

＜農業への活用＞温泉熱利用農業研究所や花木栽培、野菜・花卉促進栽培 

 

２．これからの別府の発展のポイントを考える。（14時限～15時限） 

別府を取り巻く観光地等との連携・協働という視点から今後の発展のポイントを学び

ます。 

⑭別府の特色の整理 

別府発展の変遷を振り返って、４つの視点から別府の特色を整理する。 

⑮別府を取り巻く観光地・史蹟・名勝・社寺名刹・産業 

別府周辺の観光地等との連携による、今後の別府の発展のポイントを探る。 

＜県内の観光地＞国東半島の仏教文化、城下町の杵築・中津・臼杵・佐伯・竹田 

＜隣接する観光地の名勝や名跡＞由布川渓谷、湯布院、日出、大分市 

＜神社・仏閣＞宇佐八幡神宮、朝見神社、竈門八幡社、市内および周辺部の仏閣 

＜産業＞国東地域等の世界農業遺産や周辺の農産物・海産物 
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       授業科目名  必須・選択   単位  学期曜・限    対象者      担当講師名（所属） 

まちづくりと景観 

選択 

※コンシェルジュ

認定者は必修 

 

２ 

 

  

夏季休業 

集中講義 

 

  １年 

 

主担講師：姫野 由香 

（大分大学） 

【授業のねらい】 

コンシェルジュには、求められる情報を的確に伝えられる能力が求められます。さらに、提供する情報は

、標準的な情報に各コンシェルジュの個性が反映されることにより、一層魅力的なものとなります。そのた

めには、コンシェルジュ自身が、紹介しようとする「地域」の特性をよく理解しておくことがとても大切で

す。その結果、単なる観光情報を超えた満足度の高い情報を提供することが可能になります。 

本授業では、まず「地域」を理解する上で重要となる着眼点を整理します。さらに、別府という地域の特

性を「まちづくり」と「景観」の傾向から理解し、地域の情報のストック方法を学びます。 

【具体的な到達目標】 

１．知識・理解 

①コンシェルジュとして紹介する地域や都市の特性を如何にして理解したら良いかが分かる。(A-②) 

②紹介しようとする地域や都市の全体像を理解し、別府の地域特性を説明できる。(A-②) 

２．習得する資質・能力等 

①顧客対応に利用する情報をストックし整理することができる。（B-③・B-⑥） 

②情報を顧客のニーズに応えながら提供する能力を身に付ける。（C-①・C-②) 

③別府の街づくりや特色ある産業について他の地域と比較するなどして、特色を説明できる。（B-④） 

【授業の内容】                                         講  師 

１．「地域とは・都市とは」について学ぶ。（１時限～３時限） 
１）地域・都市の誕生と定義（１時限） 
２）地域・都市計画の機能と役割（２時限） 
３）別府の地域・都市計画の特徴（３時限） 

２．「まちづくりとは」について学ぶ。（４時限～６時限） 
１）まちづくりの定義と各地のまちづくり（４時限） 
２）別府のまちづくりの特徴（５時限） 
３）特定エリアを再生するまちづくりの要件（６時限） 

３．観光資源としての景観について学ぶ。（７時限～１０時限） 
１）別府の地域資源や産業の特徴と景観の関係（７時限～８時限） 
２）別府の景観の特徴（９時限～１０時限） 

４．おすすめ風景カルテの作成と活用について学ぶ。（１１時限～１５時限） 
１）おすすめ風景カルテの作成方法の検討と作成（１１時限～１３時限） 
２）カルテを用いた情報提供の実践（１４時限～１５時限） 

姫野 由香 

 

 

 

 

 

 

 

 

【時間外学習】 

○各自で行うフィールドサーベイや作業があり、その調査報告書を作成することが必要になる場合もありま

す。 

【教科書】 

○特にありませんが、配布資料や作成資料のスクラップは、今後のコンシェルジュとしての活動を助ける資

料となります。 

【成績評価の方法と評価割合】 

①知識：60％：ミニテストとカルテの完成度：L1:60点～/L2：70点～/L3:80点～/L4:90点～/L5:95点～ 

②問題解決力：10％：カルテの改善提案やオリジナリティ：L1:60～/L2：70点～90点～/L3:90点～ 

③専門性：30％：カルテを利用した模擬接遇：L1:60～/L2：70点～90点～/L3:90点～ 

【注意事項】 

○カルテを作成するために、パーソナルコンピュータ（PC）の操作ができ、ノート型PCを持参できること

が望ましい。 
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授業内容 

                       具体的な授業計画     授業者 

１．「地域とは・都市とは」について学ぶ（１時限～３時限） 

 コンシェルジュとして紹介する地域について熟知することは、観光情報を超えた満

足度の高い情報を提供することにつながります。地域を理解するための基本を学びま

す。 

 

１）地域・都市の誕生と定義（1時限） 

コンシェルジュとして紹介する対象となる「地域」や「都市」に関する基礎的な知

識を、人類の歴史をとおして学びます。 

 

① 「地域」や「都市」の概要 

＜授業ガイダンス＞15時間の授業概要（シラバス）の説明 

＜「地域」や「都市」＞「地域」や「都市」の関する基礎的な知識を学ぶ。 

 

２）地域・都市計画の機能と役割（2時限） 

②地域・都市計画 

地域や都市を形成してきた「計画」の誕生の経緯と全国的な動向を学ぶ。 

 

３）別府の地域・都市計画の特徴（3時限） 

③別府の特徴 

全国的な計画から地域固有の計画を例にとりあげ、別府における地域・都市計画 

の特性を学ぶ 

 

２．「まちづくりとは」について学ぶ。（４時限～６時限） 

様々な都市でまちづくりが進められています。各地の事例をとおして、まちづくり 

の定義を理解し、別府のまちづくりについても学びます。 

 

１）まちづくりの定義と各地のまちづくり 

④まちづくりに大切な三つの要素 

各地の事例をとおして、まちづくりに大切な三つの要素について理解し、まちづ 

くりとは何かを学ぶ。 

 

２）別府のまちづくりの特徴 

⑤別府型まちづくりの特徴 

複数の事例をとおして別府のまちづくりの特徴を学ぶ。 

 

３）特定エリアを再生するまちづくりの要件 

⑥特定エリアの再生 

再生を目指したまちづくりを行う際に必要となる要件について学び、コンシェル 

ジュとしての地域への関わり方を考える。 

 

３．観光資源としての景観（７時限～10時限） 

 別府市は温泉資源を利用した健康・癒し・娯楽等の各種サービスの提供によって観

光産業が発展してきましたが、別府の景観はそれらの産業やそこで暮らす人々の生活

によって形成されています。地域景観の特徴を産業との関係により理解します。 

姫野由香（全時間） 
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１）別府の地域資源や産業の特徴と景観の関係（7時限～8時限） 

景観を理解する着眼点と文化的景観について学びます。 

 

⑦⑧観光地の景観 

＜重要な着眼点＞地域の景観を理解する上で重要な着眼点を、全国の観光地の景観

を事例にあげながら整理し、コンシェルジュとして、観光地の景観を観察する目

を養う。 

＜文化的景観＞観光資源となり得る景観として、地域の自然資源、風土や生活・生

業と関係が深い「文化的景観」について学ぶ。 

 

２）別府の景観の特徴（９時限～10時限） 

別府の地形や特徴的な景観を構成する要素について学びます。 

 

⑨➉別府の景観の特徴や種類 

＜地形や特徴的な景観構成要素＞別府の景観の特徴や種類を、地形や特徴的な景観

構成要素の見え方から整理 

＜景観認知＞別府市民の景観認知の傾向 

＜重要文化的景観＞別府の主要な観光地である鉄輪・明礬温泉地域における「重要 

文化的景観」の特徴について学ぶ。 

 

４．おすすめ風景カルテの作成と活用（11時限～15時限） 

 コンシェルジュとして、別府のおすすめ景観や観光スポットを探して「おすすめ風

景カルテ」を作成します。その作業をとおして地域情報のストックと提供の方法を学

びます。 

 

１）おすすめ風景カルテの作成方法の検討と作成（11時限～12時限） 

 別府のおすすめ景観のデータベースを作成します。 

 

⑪⑫⑬おすすめ風景カルテの作成 

＜作成方法について＞カルテの基本的な作成方法を学び、独自の工夫を加えたカル

テの改善方法の検討 

＜データベース作成＞別府の紹介したい場所を「生活や生業と関係が深い風景」と

して探しだし、データベースとして「おすすめ風景カルテ」の作成 

 

２）カルテを用いた情報提供の実践（14時限～15時限） 

各自が作成した「おすすめ風景カルテ」を用いた観光情報の提供を受講者相互で行 

い、情報の共有をする。 

 

⑭⑮観光情報の提供 

＜情報の相互提供＞各自が作成したカルテの交流 

＜カルテの改善方針＞各自のカルテの一層の改善方針の検討や、相互の情報共有 

＊作成されたカルテは、コンシェルジュとしての活動開始後にも利用できる地域情報

のストックファイルとなります。 
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       授業科目名  必修・選択   単位  学期曜・限    対象者      担当講師名（所属） 

温泉学 

Balneology 

（Onsen Studies） 

選択 

※コンシェルジュ

認定者は必修 

 

   ２ 

 

  8月4-7日 

集中講義 

 

  １年 

 

主担講師：斉藤雅樹 

（大分県産業科学技術センター） 

 

【授業のねらい】 

温泉は自然科学・医学・社会科学・人文科学など多岐な分野の研究対象でありながら、一般利用者にとっ

ては単に入浴や娯楽の対象に留まることが多くありました。しかし、温泉文化・旅行文化の発達に伴い、よ

り専門的で正確な温泉情報を接客の現場において求められることが増えつつあります。 

本授業では、別府という世界的に希少な温泉研究のフィールドを題材に、自然科学、人文科学など多面的

な学術的解説により、広範な一定の基礎知識を身につけることを目指します。 

【具体的な到達目標】 

１．知識・理解 

①温泉の自然科学、社会科学の知識における基本的事項を習得できる。（A-①・A-③） 

②別府温泉に関する取り組みについて説明できる。（A-⑥） 

２．習得する資質・能力等 

①別府温泉コンシェルジュとして、温泉の専門的知識をベースに接応できる。（C-⑮、C-⑯） 

②科学的な根拠（統計・分析等）に基づいて現象を分析・理解し表現することができる。（B-④） 

【授業の内容】                                         講  師 

１．温泉学の概要、別府の魅力、温泉活用方法を学ぶ。（１時限～２時限） 

２．温泉科学を学ぶ。（３時限～４時限） 

３．温泉と健康を学ぶ。（５時限～６時限） 

４．別府の観光資源とその可能性を学ぶ。（７時限～８時限） 

５．別府の地形と地質を学ぶ。（９～10 時限） 

６．温泉学フィールドワーク（11 時限～12 時限） 

７．別府温泉とツーリズム（13 時限～14 時限） 

８．温泉学のまとめ。（15 時限） 

由佐悠紀 

サンガ・N・カザディ 

竹村恵二 

宮崎博文 

中山昭則 

斉藤雅樹(担当) 

 

 

【時間外学習】 

○１５時間以外に、温泉学一般に関する資料を収集し、テーマに沿った研究をすることが必要です。 

【教科書】 

○特定の教科書は使用しませんが、その都度配布する資料や各自が収集した資料を活用します。 

【成績評価の方法と評価割合】 

①授業での知識：ペーパーテスト：L1:60点～/L2：70点～/L3:80点～/L4:90点～/L5:95点～ 

②授業時の課題対応：ミニレポートや学習課題への対応：L1:60～/L2：70点～90点～/L3:90点～ 

③専門性：学習課題への対応：L1:60～/L2：70点～90点～/L3:90点～ 

④責任感や積極性等の授業中の態度：L1:60～/L2：70点～90点～/L3:90点～ 

【注意事項】 

○特別な理由以外の欠席は全て減点します。遅刻も減点対象です。 

○万一、不慮の場合で欠席した場合は、必ずその授業の補填をしていただきます。 

※欠席１回につき３点の減点（３回目の欠席は４点の減点） 

②授業の実施に関する注意事項 

〇後半ではフィールドワークをしますので承知願います。 
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授業内容 

                       具体的な授業計画     授業者 

１．温泉学の概要、別府の魅力、温泉活用方法を学ぶ。（１時限～２時限） 

温泉学講座の概要を学ぶとともに、温泉から見た別府の位置づけと特徴、その活

用方法を具体的な事例で学びます。 

＜授業ガイダンス・温泉学の意義と必要性＞15時間の授業概要（シラバス）説明。 

温泉は自然科学・医学・社会科学・人文科学など多岐な研究対象であり、温泉文

化の発達に伴い、より専門的で正確な温泉情報を接客の現場において求められるこ

とが増えつつあり、こうした意義と必要性を学びます。 

＜温泉から見た別府＞ 

別府は、自然環境、交通アクセス、食材の豊富さ、温暖な気候など好条件の立地

に、世界一位の源泉数、二位の湧出量、10 の泉質を誇る温泉群があります。 

＜温泉の活用方法＞ 

砂湯、蒸し湯、泥湯、打たせ湯などの入浴様式、豊富な泉質を活かした組合せ入

浴（機能温泉浴）、温泉施設の回遊性誘発の取り組み（温泉道スタンプラリー）、高

温の源泉を冷却する竹製装置の開発、近年注目を集める温泉熱発電（湯けむり発電）

など、温泉の活用法や産業化の取り組みを学習します。 

 

２．温泉科学を学ぶ。（３時限～４時限） 

温泉の成り立ちや歴史を、別府を事例として地球科学の面から学びます。 

＜温泉の成り立ち＞ 

地球科学的な観点での温泉の成立要件、火山性温泉と非火山性温泉の違い、泉質

形成のモデル、大分県・別府の温泉の特徴、温泉資源保護の状況、プレートテクト

ニクスなどを学びます。 

＜別府温泉の歴史＞ 

火山性温泉である別府温泉は、およそ 5 万年前に形成されたと言われ、温度が高

く、多種多様な泉質のあることが特徴で、熱と化学成分の素は、鶴見火山群の地下

深部に存在する熱水から与えられています。水そのものは雨水を起源とし、別府全

域の地下に分布する温泉水は、平均して約 50 年で入れ替わっています。このような

コンシェルジュとして必要とされる基礎的知識を学びます。 

 

３．温泉と健康を学ぶ。（５時限～６時限） 

温泉療法の歴史と推移や、現制度と効能・効果を学びます。 

＜温泉療法の歴史＞ 

我が国の温泉療法は、1876 年、E・ベルツによりドイツ温泉気候医学がもたらさ

れ近代医学として確立されました。近年、温泉の公正な品質表示が問われるように

なり、温泉療法の正しい知識の必要性が高まっています。 

＜現制度と効能・効果＞ 

我が国の温泉は、環境省「鉱泉分析法指針」により、医療効果が期待できる温泉

 

斉藤雅樹 

（大分県産科技セ

ンター主幹研究員） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

由佐悠紀 

（京都大学名誉教
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宮崎博文 

（ＮＰＯ別府温泉

地球博物館 常務理

事） 
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に「療養泉」として泉質名が与えられ、禁忌症、適応症が定められ、温泉法に基づ

き利用者に表示することとされています。効能には、含有成分による効果のほかに、

温熱効果、浮力による効果、静水圧による効果などがあります。このようなコンシ

ェルジュとして必要とされる基礎的知識を学びます。 

 

４．別府の観光資源とその可能性を学ぶ。（７時限～８時限） 

温泉から見た別府の位置づけと特徴、その活用方法を具体的な事例で学びます。 

 ＜別府の観光資源＞ 

別府は、海、山、高原などの自然環境に恵まれ、美しい景観が数多く存在します。

また、バスガイドの発祥、日本で三番目の高層タワーなど観光文化の先進地でもあ

ります。一方、ＰＲ面は課題も多く、観光資源の乏しい他地域に対して集客で劣る

例も見られます。高崎山、アフリカンサファリなどは市外という理由で別府観光ガ

イドに掲載されないなど、ＰＲ手法には改善すべき点があると言えます。 

＜別府の可能性＞ 

世界の観光地に比べて圧倒的に観光資源に恵まれている別府には大きな可能性が

あります。地理データを整備する、わかりやすく正確な説明を網羅的に用意する、

誰でもアクセスできるシステムを作るなど、今すぐできることもたくさんあり、そ

うした発展の可能性とアイデアを双方向的な議論を通じて学習します。 

 

５．別府の地形と地質を学ぶ。（９時限～10時限） 

別府の地形と地質の特徴と、温泉への影響を地球科学の面から学びます。 

＜別府の地形と地質＞ 

別府は、南北方向の海岸、西方に連なる活火山鶴見岳を中心とした山々、それら

をつなぐ扇状地で特徴づけられます。扇状地の南側には別府湾から突き出たような

高崎山へ続く平坦な山が連なり、扇状地との間は活断層によって限られています。

扇状地の北側にも丘陵がひろがり、この境界付近も断層が推定されています。この

扇状地の南北に四湯ずつ別府八湯の温泉が広く分布しています。 

＜地形と地質と温泉への影響＞ 

別府は世界でも有数の湯のまちです。断層と火山のまちでもあり、これらは密接

に関係しています。別府は地下の地熱活動と地表の火山からの堆積物の上に立って

おり、それらをたくさんの断層が切っているおかげでお湯が湧いたり、水が湧いた

りしています。このようなコンシェルジュとして必要とされる基礎的知識を学びま

す。 

 

６．温泉学フィールドワーク（11時限～12時限） 

地球科学的、観光文化的な見地から別府の温泉サイトを訪れて観察します。 

＜フィールドワーク＞ 

溝部学園の立地する亀川温泉は別府八湯の一つで、四の湯温泉などの従来からの
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（京都大学教授） 
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温泉加え明治初期には亀川温泉、亀陽泉などが掘削され発展しました。亀川断層、

火砕流起源の凝灰角礫岩の崖、竜巻地獄の間欠泉、奈良時代から赤湯泉で記述され

る血の池地獄などを訪れ、地球科学的、観光文化的な見地から温泉関連サイトを観

察します。 

 

７．別府温泉とツーリズム（13時限～14時限） 

別府の温泉観光地としての発祥、展開、現在の取り組みを学びます。 

＜発祥＞ 

別府八湯が温泉観光地としてデビューしたのは、明治初期の大阪航路の開設とい

えます。明治末には鉄道も開通するとともに都市計画も行われ町は整備され、大正

時代には別荘開発が進みました。一方、この頃埋め立て事業も行われ、別府タワー

のある現在の北浜温泉の土台が築かれました。 

＜展開＞ 

大正から昭和にかけては油屋熊八による地獄めぐりバスの運行と地獄の観光施設

化が進みました。さらに、ラクテンチや鶴見園といった大型観光施設も開業や博覧

会も開催され黄金期を迎えます。 

戦後の昭和20年代には、国際観光都市としての計画も描かれましたが進みません

でした。しかし、高度経済成長期を迎えると団体旅行客が大勢訪れ大型ホテルが開

業し“別府温泉”の地位は確固たるものとなりました。 

＜現在の取り組み＞ 

今日ではこれまでに築かれたブランド力と観光施設を活用するとともに、ボラン

ティアガイドによる“まち歩き”や温泉の多面的な利用などによる新しい観光も展

開しています。 

このようなコンシェルジュとして必要とされる基礎的知識を学びます。 

 

８．温泉学のまとめ（15時限） 

温泉の自然科学、社会科学の知識における基本的事項や別府温泉に関する取り組

みについて、授業のまとめをします。 

 ＜基本的事項＞ 

本授業「温泉学」は、別府という世界的に希少な温泉研究のフィールドを題材に

自然科学、人文科学など多面的な学術的解説により、広範な一定の基礎知識を身に

つけることを目指しています。これまでの学習をもとに、受講生の提案やアイデア

を含めて考察するワークショップ形式による「まとめ」を行います。 

 

 

 

【資料】 

「別府温泉地球博物館」ウェブサイトが、本授業内容をカバーする内容です。 

http://beppumuseum.jp/index.html 
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授業科目名  必修・選択   単位  学期曜・限    対象者      担当講師名（所属） 

 

おもてなし演習 

 

選択 

※コンシェルジュ

認定者は必修 

 

2 

 

夏季休業日 

集中講義 

  

 

  １年 

 

主担講師：鶴田浩一郎 

（NPO法人ハットウ・オンパク） 

 

【授業のねらい】 

コンシェルジュに必要な要件の1つとして、旅行客をおもてなすそれぞれの施設の中の職能別の職務を理

解しておくことは、施設のティームワークを作るだけでなく、顧客への総合的な案内をするうえで重要なこ

とです。 

本授業では、宿泊施設の職能別の職務について、メンテナンス業務、食事サービス業務、厨房調理等補

助業務、フロント業務を実際に体験しながら、それぞれの業務の中でのおもてなしの心遣いを学びます。

さらに、その業務がどのように宿泊施設の現場において繋がり、サービスを提供しているのか、さらに提

供したいサービスなどを考えながら、コンシェルジュとしてのおもてなしを学びます。 

【具体的な到達目標】 

１．知識・理解 

①宿泊施設の職能別の職務を難易度順に体験し、お客様のニーズに沿ったサービスをしていることなど

コンシェルジュとして現場で役立つ基本を理解する。（A-5） 

②温泉に関する知識をどのように商品やサービスにしていくかを考え企画する。（B-1） 

２．習得する資質・能力等 

①接客施設におけるおもてなしの心を持って接客サービスしようとする。（A-4） 

②それぞれの職務の多様な価値観を受容し、信頼関係を築き、親和的な態度で接しようとすることができ

る。（C-1~4） 

【授業の内容】                                        講  師 

※宿泊施設で、1日5時限（450分）・6日間の集中したインターンシップ授業です。 

１．宿泊施設の職能別の職務をおもてなしの心を学ぶ。（1時限～28時限） 

１）メンテナンス業務演習（1時限～7時限） 

２）食事サービス業務演習（8時限～14時限） 

３）厨房調理等補助業務演習（15時限～22時限） 

４）フロント業務演習（23時限～28時限） 

２．職場のなかのコンシェルジュの機能と役割を学ぶ。(29時限) 

３．コンシェルジュとしての商品サービスの企画。（30時限） 

＊ネット販売を前提としてのプランづくり 

 

鶴田浩一郎 

（NPO法人ハットウ・

オンパク代表理事） 

鶴田宏和 

（ホテルニューツルタ

経営企画室長） 

鶴田絢子 

（同若女将） 

 

 

 

【時間外学習】 

○演習中の学びを毎日のレポートとして提出（講師にて各人の課題を設定する）をします。 

【教科書】 

○ホテルの職務マニュアル（オリジナル）を使います。 

【成績評価の方法と評価割合】 

① 演習の課題対応：レポートや体験課題への対応：L1:60～/L2：70点～90点～/L3:90点～ 

② 適性と専門性：各職務での適性：L1:60～/L2：70点～90点～/L3:90点～ 

③ 責任感や積極性等の演習の態度：L1:60～/L2：70点～90点～/L3:90点～ 

【注意事項】 

○お客様と接する演習の時は「服装とみだしなみ」の注意規定があります。 

○欠席の場合は、演習の補填をしていただきます。 

○1日5時限（450分）、6日の集中演習となります。8月上旬の予定です。詳細な日程は後日設定します。 
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授業内容 

                       具体的な授業計画     授業者 

※宿泊施設で、1日5時限（450分）・6日間の集中したインターンシップ授業です。 

１．宿泊施設の職能別の職務をおもてなしの心を学ぶ。（1時限～28時限） 

 宿泊施設でのメンテナンス業務、食事サービス業務、厨房調理等業務、フロント業

務の４つの業務の体験を通して、それぞれの業務のおもてなしの心を学びます。 

 

１）メンテナンス業務演習（１時限～7時限） 

 宿泊施設において重要な業務の１つであるメンテナンス実務をとおして、美しくみ

せる、美しく見えることの大切さ、おもてなしの心が何に現れるのかを学びます。 

 

① 清掃業務体験 

授業計画の説明の後に、共用スペース、大浴場、客室等の清掃と実際のメンテナ 

ンス体験や、各種設備の機能と役割を研修し、メンテナンス業務のおもてなしの心

を学ぶ。 

＜授業ガイダンス＞15時間の授業概要（シラバス）の説明 

＜ロビーなどの共用スペースメンテナンス実務＞温泉を使った大浴場のメンテナ

ンスがいかに大変なのか、温泉利用の様々な困難を体験 

＜設備機器類＞メンテナンスが必要な設備機器類（空調や給排水）などの機能の体   

  験 

 

２）食事サービス業務演習（８時限～14時限） 

旅における食は地域に人を引きつける必要不可欠な素材です。その供しかたを知る 

ことで、人間は単に舌で感じる「味」だけで食事をしているのではないこと、おもて 

なしの心が何に現れるのかを学びます。 

 

⑧～⑭食事サービス業務体験 

事前の準備、食事のサービス、事後の片付け等、食事係の業務を体験し、食事サ

ービス業務のおもてなしの心を学ぶ。 

＜五感の食事＞食事の際も目からの情報=おいそうに見えること、耳からの情報=

例えば地元産品であることなど、五感で食べていることが分かる 

＜食事サービス業務＞事前の準備、食事のサービス、事後の片付け、満足度の報告 

  等 

 

３）厨房調理等業務演習（15時限～22時限） 

調理係は当初、「鍋洗い」などから始まる業務であることから、調理の中でどのよ

うな役割分担があるのか、おもてなしの心が何に現れるのかを学びます。 

 

⑮～㉒調理補助業務体験 

和食・洋食の調理業務の補助を体験し、調理業務のおもてなしの心を学ぶ。 

＜厨房の調理補助業務＞料理の盛りつけなどを、和食と洋食にて振り分けて体験 

＊和食・洋食の調理補助業務・内容；盛りつけ、皿洗い、 

＜調理業務の役割＞各人のスキルをみながら、その他の調理業務を体験 

 

 

 

 

 

 

 

 

鶴田宏和 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

鶴田絢子 
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４）フロント業務演習（23時限～28時限） 

ホテルの情報センター機能を持つ、フロント業務は予約時からチェックアウトまで

の全てのお客様情報が集まりコントロールする場所です。演習だけではその業務の一

部しか体験できないと思いますが、この部署を体験することにより、高度なホテル機

能を学びます。この部署がこなせると、サービス業としてトップレベルの人材に育ち

ます。 

 

㉓～㉘フロント業務体験 

予約時からチェックアウトまでの全ての業務を体験し、フロント業務のおもてな

しの心を学ぶ。 

＜フロント業務＞エントランスでの出迎え、客室までのポーター役、チェックイン

業務、チェックアウト業務、クレーム処理、会計処理等。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．職場のなかのコンシェルジュの機能と役割を学ぶ(29時限) 

各職場を体験した後に全体を通したホテル職能、その連携の重要性を整理して、そ

の中のコンシェルのポジションを確認します。 

 

㉙コンシェルジュのポジション（職場の中のコンシェルジュ） 

＜職場の職務＞各職場に必要な職種、各職種の職務内容や職種の連続性、職種によ

る顧客との繋がりと役割  

＜職場の中のポジション＞１つの職場の大きな歯車のコンシェルジュの位置づけと

役割、各職種との繋がりの必要性 

 

３．コンシェルジュとしての商品サービスの企画。（30時限）。 

各職務を体験することにより、温泉コンシェルジュとして必要な要件が理解できま

す。その結果、何を提供すればお客様を引きつけられるのかを課題として、ネット販

売（宿泊や入浴商品）を前提に商品企画のワークショップを行います。単なる職場体

験に留まることなく、課題をもって体験していくことにより、一層コンシェルジュへ

の理解が深まります。 

 

 

鶴田絢子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

鶴田浩一郎 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

鶴田浩一郎 
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㉚ネット販売を前提としてのプランづくり（ワークショップ形式） 

＜商品企画＞ネット販売（宿泊や入浴商品）を前提にした商品企画を行い、具体的

な提案を行います。この数年、旅行業界におけるネット商品の流通は目を見張る成長

を遂げています。このため社内で宿泊商品を造成していくことは必須となりました。

とくにシェアの高い「じゃらん」や「楽天」のサイトを参考にしながら、研修期間中 

に学んだことから、ワークショップの形でチームで商品づくりを行います。 

      図；楽天サイト 

                       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

資料；宿泊施設におけるコンシェルジュのイメージ・ポジション 
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       授業科目名  必修・選択   単位  学期曜・限    対象者    担当講師名・事務連絡先 

温泉の基礎 

foundation  for  the Spa 

Concierge 

   選択 

※コンシェルジュ

認定者は必修 

 

   ２ 

 

  

前期講義 

 

 

  ２年 

 

主担講師：山出 淳也 

（ベッププロジェクト） 

 

【授業のねらい】 
１年次の温泉コンシェルジュに必要な、専門的な学びを行うための総合的な学びを求められます。 

本授業では、まちづくり、人づくり、場づくりにと奮闘する多くの講師を招へいし専門的・実践的な講義を

受けることで、顧客に役立つ泉質の見分け方・活用法、入浴法、まちの魅力を学びます。そこから情報発信の

意義を知り、別府観光の新しい価値を創造、新しい時代の観光客の創出するコンシェルジュとして資質・能力

を養成します。 

【具体的な到達目標】 

１，知識・理解 

①温泉の様々な利用に関する温泉産業、サービス等の一定の知識がある。（A-⑥） 

②別府における温泉産業、サービス、情報発信等を説明できる。（A-⑥） 

２．習得する資質・能力等 

① 別府温泉の観光・健康・医療・食等を総合した企画ができる。（C-⑮） 

② 場や地域での人的ネットワークを構築し、活用することができる。（C-➉） 

【授業の内容】                                       講師（予定） 

１．別府の温泉（観光）情報発信の方法を学ぶ。（１時限～６時限） 

１）必要とされるWeb上での情報発信法（１時限～３時限） 

２）街づくり、人づくり、場づくりに取組の手法と情報発信（４時限～６時限） 

２．別府温泉による癒しや美容を学ぶ。（７時限～８時限） 

３．別府の温泉産業を学ぶ。（９時限～13時限） 

１）地域に密着した職人技を磨く現場から伝統工芸に取り組む職人・施設 

（９時限～11時限） 

２）温泉熱を利用した産業（12時限限目～13時限限目） 

４．別府温泉のサービスメニューを学ぶ。（14時限～15時限） 

BEPPU PROJECT 

北浜温泉街 

明礬温泉街 

鉄輪温街 

語り部の会 

ホテル旅館組合 

菅 宣子 

神 智子 

安達 文俊 

宮川 園 

末田加良子 

【時間外学習】 

○15時間以外に、いろいろな温泉に浸かって温泉を肌感覚で学びレポートしてもらいます。 

【教科書】 

○特定の教科書は使用しませんが、各講師が授業ごとに資料を配付します。 

〇レポートの代わりにＷＥＢ上で報告をします。 

【成績評価の方法と評価割合】 

①授業での知識：ペーパーテスト：L1:60点～/L2：70点～/L3:80点～/L4:90点～/L5:95点～ 

②授業時の課題対応：ミニレポートや学習課題への対応：L1:60～/L2：70点～90点～/L3:90点～ 

③専門性：関係者での模擬接遇：L1:60～/L2：70点～90点～/L3:90点～ 

④責任感や積極性等の授業中の態度：L1:60～/L2：70点～90点～/L3:90点～ 

【注意事項】 

○別府温泉のトータルを学ぶ授業ですので、欠席すると別府温泉コンシェルジュとしての別府温泉の基礎ができませ

ん。特別な理由以外の欠席は全て減点します。遅刻も減点対象です。 

○万一、不慮の場合で欠席した場合は、必ずその授業の補填をしていただきます。 

※欠席１回につき３点の減点（３回目の欠席は４点の減点） 

〇温泉コンシェルジュ実習」と連携した授業ですので、事業内容の関連に留意してください。 

授業内容※授業のまとまりごとに、プログラムを簡潔に記述する 
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                       具 体 的 な 授 業 計 画     授 業 者 

１．温泉（観光）情報発信の方法を学ぶ。（１限目～６限目） 

日本一の温泉湧出量を誇る別府には、別府ならではの資源、歴史、文化等がまちに

息づいています。情報発信者としてそれらを実際に体験・納得することが、信頼度の

高い情報発信へと繋がります。また、ターゲットを明確にし、中・長期的な発信の手

段をとることで、長く愛され、深く印象に残る情報となることを目指します。 

 

１）必要とされるWeb上での情報発信法（１時限～３時限） 

WEBで発信するとメリットとして、情報が常にリアルタイムで提供できること、冊子等

の他の情報発信媒体と連携を取りやすいこと、情報が拡散しやすく反応を拾いやすいこ

となどが挙げられます。情報の内容によって、HP・ブログ・SNS等の手段から適切な方法

を選択し、その特性を生かした情報発信方法を学んでいきます。 

 

①授業ガイダンス（授業の概要と授業計画） 

＜15時間の授業概要＞シラバスの説明、講義と演習、最終プレゼンと模擬接遇等の本

講座の狙い、進め方など 

＜グループ分け＞実習を進めるためのチーム編成 

②③情報収集方法演習 

＜情報収集＞情報を収集方法やその情報を並べたり、関係づけたりの演習で、自ら 

の足で現場に赴き、資源に触れ、まちの人の声を聞くことがとても重要です。 

ターゲットを思い浮かべ、「なぜその情報を発信したいのか」を念頭に置き、情

報を収集していく方法について学びます。 

＜事例研究＞「別府ならでは」のプロジェクトの事例を学ぶ 

【事例：「旅手帖 beppu」(2011年～)】 

情報に敏感で、発信力の高い20代〜30代

女性を主なターゲットに据えて、「お散歩

」「グルメ」「歴史」「人」といった、異

なるテーマで全４号に渡り、別府のまちの

魅力を伝えるマップと冊子を制作しまし

た。WEB版では、冊子に掲載された全ての

店舗情報を掲載しており、WEB閲覧者は条件から検索した店舗をサイト上の地図に落

とし込むことにより、自分だけのマップを作ることが出来ます。これにより、用意

された情報を享受するのみではなく、能動的にまちを回遊し、歩くことで別府の魅

力を自らの価値観で探す旅のスタイルを提案しています。 

また、2012年に「別府現代芸術フェスティバル2012混浴温泉世界」が開催された

際には、まちを知ることで、より作品への理解を深めるためのガイドブックとして

特集号を発行しています。WEB上ではそれらを連動させ、別府の新たな魅力の発見へ

と繋げています。 

２）街づくり、人づくり、場づくりに取り組のその手法と情報発信（４時限～６時限） 

 

 

BEPPU PROJECT 

利光 友紀 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

末田加良子 
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④プロデュースの学び 

＜プロデュース演習＞千年ロマン等の取り組みから地域の特徴・可能性・アイデア・

キーワードを知り、プロデュース事例を学びます。 

 

⑤⑥温泉街別府の街の魅力 

＜明礬温泉エリア＞明礬温泉の商品開発 

350年の歴史をもつ明礬温泉では、わらぶき屋根が立ち並ぶ「湯の花小屋」が江戸 

時代からの製法を守り続けています。伝統を継承しながら、なお新しいチャレンジ

を続けてい取り組みを学びます。 

 

＜鉄輪温泉エリア＞鉄輪温泉エリアに残る「貸間旅館」や「温泉熱」を使った食 

日本一の温泉湧出量を誇る別府の中で、もっとも多く湯けむりが集まる鉄輪は、

古くから湯治場として栄え、湯治客は温泉の蒸気で食材を蒸す“地獄釜”を使った

伝統的な湯治文化が残されていことを学びます。 

 

２．温泉による癒しや美容を学ぶ（7限目～8限目） 

温泉地のもたらす心身の癒しと健やかな美を学びます。トレンドのピラティスとヨ

ガ、クリスタルサウンドのプロを講師に招き楽しく体感します。 

 

⑦⑧温泉の活用方法 

＜健康と美容＞健康と美容をテーマにした温泉の活用方法 

ピラティスでコア（体の中心）を整え、ヨガで心を解き放ち、心地よいラテンの音

とともにエネルギーを感じてみましょう。ゆっくりと心と身体を解放し健やかな心身

を養います。クリスタルサウンドとの相乗効果も体感します。 

 

＜癒しと美容＞癒しと美容をテーマにした温泉の活用方法 

近年クリスタルサウンドの持つヒーリング効果が科学的にも研究されるようになり

ました。クリスタルサウンドの音を聴いたり奏でたりすることにより、私たちの心身

は非常にリラックスした状態に導かれ、心身の緊張がほぐれてストレスが緩和され、

免疫値が高まり、心身の諸症状が改善したり治癒したりすることが数多く報告されて

います。大分のクリスタルサウンド演奏の第一人者でもあり心理セラピストでもある

菅講師によるクリスタルサウンドの演奏とチャクラのお話を通して、メンタルセラピ

ーを体感します。 

 

３．温泉産業を学ぶ。（９限目～11限目） 

温泉を活用した産業を広く学びます。魅力的な温泉・温浴にかかせない設備・製品を

知り実益にかなったものや温泉熱を利用した様々な事例知り、情報発信がどのような効

果を得ているかを学びます。 

 

１）地域に密着した職人技を磨く現場から伝統工芸に取り組む職人・施設 

（９時限～11時限） 

⑨～⑪伝統工芸等の情報発信 

＜準備＞伝統工芸を学び、情報発信の準備 

 

 

 

 

 

明礬温泉街 

(本田麻也) 

 

 

 

 

 

鉄輪温泉街 

（安波治子） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

神 智子 

 

 

 

 

 

菅 宣子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

末田加良子 
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 ＜温泉地プラン（千年ロマン）＞ 

グループ協議、講義内容をとおして、チームごとに温めぐりプランをプロデュー 

 する企画をプレゼンテーションする。訪問先となる関係者にも参加してもらい、意

見や感想を出し合います。 

 ⇒フィールドワーク ・・・講義⑤⑥との関係から現場で学ぶ 

 ※明礬温泉エリア（湯の花小屋・地獄蒸しプリンなど） 

 ※鉄輪温泉エリア（蒸し湯・湯治宿・湯あみせんべいなど） 

 

２）温泉熱を利用した産業を学ぶ（12限目～13限目） 

⑫⑬温泉熱利用 

＜温泉の楽しさ＞日本の多彩な温泉の楽しさ 

 

＜温泉の可能性＞別府温泉のエネルギーの可能性 

高温の温泉あるいは噴気というものが他の地域に比べて多く、これは地熱という

発電から考えますと非常に有利で今後発電に対する利用が増えていくのだろうと思

われます。もの凄い勢いで地表に噴き出す蒸気と熱水。膨大な量もさることながら

、エネルギーの高さにおいても別府温泉が他を圧倒しています。再生可能エネルギ

ーの普及に向けた様々な取り組みが行われていることを学びます。 

 

４．別府温泉のサービスメニューを学ぶ（14限目～15限目） 

⑭⑮様々な温泉サービスメニュー 

＜湯めぐりプラン＞北浜温泉街の取り組み等から、ホテル・旅館の仕事内容につい

て知り、アプローチの仕方を学ぶ。 

同組合は１９１１年９月２０日に設立後、別府観光の礎を築いた故・油屋熊八翁 

 も代表者を務めた「別府市旅館組合」は、市中心部や観海寺温泉地区を中心に市全

域に組合員がいます。明礬（みょうばん）旅館、鉄輪旅館、鉄輪やまなみ旅館各組

合とともに市旅館ホテル組合連合会の組織等を学び、その後実際にホテル・旅館の

実務を学びます。 

 

＜サービスの実現＞ 

サービスを実現するために必要なコト、モノ、ヒトの連携と情報発信の必要性に 

 ついて別府市旅館ホテル組合連合会の取り組みでタツノコプロの人気キャラクター

を活用したキャンペーンや全国から旅行会社、ＪＲグループ、雑誌社などの関係者

との連携や魅力ある観光素材やイベント等を紹介・旅行商品の造成・販売、本県へ

の集中的な送客、本県観光情報の発信など全国に宣伝販売促進している内容を学び

その必要性を検証します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

安達 文俊 

 

 

 

 

 

 

 

 

ホテル旅館組合 
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       授業科目名  必修・選択   単位  学期曜・限    対象者    担当講師名・事務連絡先 

温泉コンシェルジュ実習Ⅰ 

「楽しみ方の提案」 

Practice for the Spa 

Concierge 1‘Proposal of a 

way to enjoy’ 

 
   選択 
※コンシェルジュ

認定者は必修 

 
   ２ 
 

  
  前期集中 
 

 
  ２年 
 

主担講師：大塚直登 

（別府市観光協会） 

【授業のねらい】 
温泉コンシェルジュに求められるものは、総合的な案内を通して顧客のニーズに最大限に対応するための現場

の状況を認知し、顧客のニーズに適切に対応することです。その知識を身についてか人材が各職場に存在するこ

とが求められます。 

本授業は、他の授業で学んだ様々な知識を実習をとおして、実感として学び、身につけた感覚で顧客へ提供で

きる知識と能力を養うものです。「まちあるき」や「温泉巡り」の体験、観光施設、レストラン、宿泊施設、交

通、広域観光等を体系的な知識として学び、感覚として身につけます。更に、実際に別府を訪れるお客様を対象

とした現場での実践を行い、様々な目的を持った顧客に対してのコミュニケーション能力と提案能力の習得を図

ります。 

【具体的な到達目標】 

１．知識・理解 

①（別府）温泉コンシェルジュに必要な知識や資質・能力を理解し、説明できる。（Ａ-⑤） 

②別府の魅力・特色を知り、顧客の求めるプログラムを作成しようとする。（Ｂ-①・Ｂ-②） 

２．習得する資質・能力等 

①他人の話に耳をよく傾け、適切な対応をしようと心がけることできる。（Ｃ-①・Ｃ-③) 

②顧客や職場等の考えを理解し、多様な価値観を受容しようとすることができる。（Ｃ-②・Ｃ-④）  

【授業の内容】                                         講師（予定） 

＊全ての授業は、90分×3コマの連続講座の設定です。 

１．別府・大分県の観光を知る。（１時限～6時限） 

１）別府市内の観光素材（１時限～3時限） 

  ＊別府市内の観光施設・宿泊・グルメ・交通 

２）大分県内の観光素材（4時限～6時限） 

  ＊大分県内の観光施設・グルメ・交通 

２．まちあるき・温泉巡り体験（7時限～18時限） 

１）まちあるき体験（7時限～12時限） 

２）温泉巡り体験（13時限～18時限） 

３．観光案内実習（19時限～30時限） 

 １）対話の心得とシュミレーション（19時限～21時限） 

 ２）観光現場での案内実習（22時限～30時限） 

観光協会 

ツーリズムおおいた 

別府八湯ウオークガイド 

温泉道名人 

？（対話の専門家） 

 

【時間外学習】 

○独自に現地を見学したり、資料を収集したりファイル化したりしなければなりません。その積み重ねが最終レ

ポート作成に必要です。 

【教科書】 

○特定の教科書は使用しませんが、各講師が授業ごとに資料を配付します。最終的にはその資料からのテストの

出題をします。また、グループ演習での作品製作も行います。 

【成績評価の方法と評価割合】 

①授業時の課題対応：ミニレポートや学習課題への対応：L1:60～/L2：70点～90点～/L3:90点～ 

②専門性：関係者での模擬接遇：L1:60～/L2：70点～90点～/L3:90点～ 

③責任感や積極性等の授業中の態度：L1:60～/L2：70点～90点～/L3:90点～ 

【注意事項】 

○実地研修に必要な経費は別途徴収します。 

○別府市内の温泉を基盤にした別府観光の現状を体験する授業ですので欠席は認められません。 

○万一、不慮の場合で欠席した場合は、欠席した体験活動の補填をしていただきます。 
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授業内容※授業のまとまりごとに、プログラムを簡潔に記述する 

                       具 体 的 な 授 業 計 画     授 業 者 

＊全ての授業は、90分ｘ3コマの連続講座の設定です。 

１．別府・大分県の観光を知る。（１時限～6時限） 

別府市内、大分県内の一般的な観光素材を体系的に習得します。 

習得する情報は、観光施設、宿泊施設、グルメスポット、交通等となります。また

、情報源となりうるホームページやガイドブックなども学びます。 

 

１）別府市内の観光素材（１時限～3時限） 

 別府市内の観光施設・宿泊・グルメ・交通などの観光関係の概要に関する学習をし

ます。 

 

①授業ガイダンス 

「温泉コンシェルジュ実習Ⅰ」の学びの概要と授業計画を説明する。 

＜15時間の授業概要＞別府・大分県の観光を知る・まちあるき・温泉巡り体験・観光案

内実習 

 

②③別府市内の観光施設・宿泊・グルメ・交通を学ぶ 

＜別府市内及び周辺にある観光施設の紹介、アクセス＞ 

  ・宿泊施設のバリエーション（杉乃井ホテル・スタンダードホテル・旅館・民宿

・湯治宿・ビジネスホテル・ゲストハウスなど） 

  ・グルメ とり天、冷麺、プリン、関アジ・関サバ、フグ、焼肉など 

  ・亀の井バス（グルスパ）、大分交通、定期観光バス、観光タクシー 

 

２）大分県内の観光素材（4時限～6時限） 

 大分県内の観光施設・グルメ・交通などの観光関係の概要を別府と比較しながら学

習します。 

 

④⑤⑥県内の主要な地域見学 

由布院・国東・県南など別府からお出かけして楽しむ事ができる大分県内の主要 

な観光地、グルメ、交通を学びます。 

・由布院の観光、グルメ、交通 

・県北部の観光、グルメ、交通 

  ・県南部の観光、グルメ、交通 

 

２．まちあるき・温泉巡り体験（7時限～18時限） 

別府市内の少し詳細な地域・温泉の情報について、特色ある地域の体験を通して習

得します。 

＊講師は地域で実際にまちあるきや温泉巡りのガイドをしている人材が担当する。 

 

１）まちあるき体験＋旅館ホテルのヒアリング（7時限～12時限） 

 ボランティアガイドによる散策コースを体験するとともに地域の宿泊施設にヒアリ

ングを行い、地域の魅力と宿泊施設を学びます。 

 

⑦⑧⑨別府駅周辺のまちあるき体験＋旅館ホテルのヒアリング 

＜路地裏散策＞別府駅周辺の竹瓦かいわい路地裏散歩コースをボランティアガイド

に案内してもらい体験する。また、ガイドさんからガイドのことや街のこと、参

加してくださるお客様のことを学ぶ。 

＜ヒアリング＞旅館ホテルを訪ねて、経営者もしくは責任者にヒアリングを行い、
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旅館ホテルのことやお客様の動向などを学ぶ。 

＊旅館ホテル候補：ホテルニューツルタ・花菱ホテル・山田別荘など 

 

⑩⑪⑫鉄輪温泉街のまちあるき体験＋湯治宿ヒアリング 

＜鉄輪湯けむり散歩＞鉄輪湯けむり散歩のコースをボランティアガイドに案内し

てもらい体験する。また、ガイドさんからガイドのことや街のこと、参加してく

ださるお客様のことを学ぶ。併せて、湯治宿を訪ねて、経営者もしくは責任者に

ヒアリングを行い、湯治宿のことやお客様の動向などを学ぶ。 

  

２）温泉巡り体験（13時限～18時限） 

別府八湯温泉道で名人位を取得した方と温泉を巡り、別府でお客様を惹きつけるも

のの代表格である温泉を実体験し、観光客を集める魅力を探る。また、課題として、

修了までに本授業で体験した温泉と併せて８湯巡って温泉道初段を取得します。 

また、地域の温泉旅館を訪ね宿泊施設を学びます。 

 

⑬⑭⑮明礬・鉄輪温泉地域の温泉巡り＋地域の温泉旅館ヒアリング 

＜明礬地区・鉄輪地区＞明礬地区・鉄輪地区の「シャンプー＆リンス」の2湯めぐり

を体験する。 

  ＊明礬は「湯屋えびす」＋鉄輪は「ひょうたん温泉」 

  ＊旅館は岡本屋旅館 

 

⑯⑰⑱別府・海岸地区の温泉巡り＋地域の温泉旅館ヒアリング 

＜別府地区＞別府地区では「北浜温泉テルマス」＋海岸地区は「別府海浜砂湯」 

  ＊旅館ホテルは、潮騒の宿晴海 

 

３．観光案内実習（19時限～30時限） 

 18時限までに学んだ情報を元にして、様々な目的を持った顧客に対して、適切な観

光案内のできる技術を学びます。 

カウンセリング業務を行っている講師の指導で顧客の話を聞き、ニーズをつかむ事

の大切さを学ぶと共に観光現場での実践を通じて案内業務にとって大事な事を学んで

いきます。 

 

１）対話の心得とシュミレーション（19時限～21時限） 

カウンセリング業務に関するプロの講師の指導のもと対話の心得を学び、正しいお

客様への対応を身に着けます。 

 

⑲⑳㉑対話の心得 

 ＜カウンセリングの心得＞対話の基礎、お客様のニーズの引き出し方 

＜カウンセリング実習＞グループワークによるカウンセリング実習 

学生同士で、ホテル側・お客様に分かれて実際のご案内を体験し、お互いにいい

ところ悪いところを指摘し、お客様への正しい対応を身に着ける。 

 

２）観光現場での案内実習（22時限～30時限） 

チームに分かれ、夜の旅館ホテル、週末の地獄蒸し工房鉄輪において、特設の案内

コーナーを設けて、実際に案内業務を行う。各タームにおいて、事前協議、実践、振

り返りをして、各回の反省を踏まえてタームを重ねる毎にレベルアップを図ります。 

 

㉒㉓㉔夜の旅館ホテルの部 

  夜の旅館ホテルにてご案内業務を行う。４人１チームに分かれ、２人づつ交代で
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案内をする。 

事前協議においては、旅館ホテル周辺の手書きの簡易なご案内ＭＡＰ（もしくは

資料）を作成し、実践をへて振り返りを行う。 

 

㉕㉖㉗地獄蒸し工房鉄輪の部 

地獄蒸し工房鉄輪の特設案内スペースにおいてご案内業務を行う。４人１チーム

に分かれ、２人づつ交代でご案内を行う。 

＊事前協議においては、鉄輪の手書きの簡易なご案内ＭＡＰ（もしくは資料）を 

作成し、実践をへて振り返りを行う。 

 

㉘㉙㉚ふりかえり（まとめ） 

 28時間の振り返りと作成した案内マップをプレゼンする。 

＜ふりかえりワーク＞ 

＜プレゼンテーション＞学生同士によるプレゼンテーションを行う。プレゼンテー

ションでは、案内業務の実践を踏まえて、作成したご案内ＭＡＰ（もしくは資料

）をもって別府観光の魅力を伝える内容とする。 

＊プレゼンテーションは最終試験を兼ねる。 
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       授業科目名  必修・選択   単位  学期曜・限    対象者    担当講師名・事務連絡先 

温泉コンシェルジュ実習Ⅱ 

「楽しみ方の創造」 

Practice for the Spa 

Concierge 1 ‘Creation of a 

way to enjoy’ 

 

   選択 

※コンシェルジュ

認定者は必修 

 

   ２ 

 

  

 前期集中 

（予定） 

 

 

  ２年 

 

主担講師：末田加良子 

（地域活動家） 

【授業のねらい】 
温泉コンシェルジュに求められるものは、総合的な案内を通して顧客のニーズに最大限に対応するための知識

と資質・能力です。その資質能力を身についてか人材が各職場に存在することが求められます。 

本授業は、他の授業で学んだ様々な基礎的な知識を基にして、実習を通じて温泉コンシェルジュとしての技能

を総合的に学び、資質・能力を身につけるものです。具体的には、特定の宿泊施設を素材にして、当該施設の経

営者やスタッフとの対話やフィールドワークを通じて、様々な目的を持った顧客に対して新しい過ごし方や楽し

み方を提案する企画力や創造力の習得を図ります。 

【具体的な到達目標】 

１．知識・理解 

①顧客に対して、別府の様々な地域資源を組み合わせた滞在プログラムの提案を行う（Ａ-⑧） 

②関係する職場の特徴、周辺の資源、イベント情報等を調査・収集し、それらを組み合わせて、顧客の滞在価

値を高めるマップやニュースレターを作成する。（Ｂ-①、B-②、B-③、B-⑥、B-⑧） 

２．習得する資質・能力等 

①自身の知識に加え、人的なネットワークを活用して課題解決を図るネットワーク力（Ｃ-④) 

②顧客や職場等の考えを理解し、課題解決の為の提案を行う企画提案力（Ｃ-⑩・Ｃ-⑰）  

【授業の内容】                                         講  師 

＊全ての授業は、90分ｘ3コマの連続講座の設定です。 

１．宿の想いを知り，過ごし方を提案する。（１時限～15時限） 

１）宿の想いを知る（１時限～3時限） 

２）宿周辺のマップ作り（4時限～9時限） 

 ３）宿のニュースレター作り（10時限～15時限） 

２．宿の新しいプログラムを創る。（16時限～30時限） 

１）プログラム企画（16時限～24時限） 

＊テーマ設定、企画作り 

２）プログラム体験実習と交流会（25時限～30時限） 

 ＊プログラム体験 

＊交流・評価 

末田加良子 

BEPPU PROJECT 

【時間外学習】 

○独自に現地を見学したり、資料を収集したりファイル化したりしなければなりません。その積み重ねが最終レ

ポート作成に必要です。 

【教科書】 

○特定の教科書は使用しませんが、各講師が授業ごとに資料を配付します。最終的にはその資料からのテストの

出題をします。また、グループ演習での作品製作も行います。 

【成績評価の方法と評価割合】 

①授業時の課題対応：ミニレポートや学習課題への対応：L1:60～/L2：70点～90点～/L3:90点～ 

②専門性：関係者での模擬接遇：L1:60～/L2：70点～90点～/L3:90点～ 

③責任感や積極性等の授業中の態度：L1:60～/L2：70点～90点～/L3:90点～ 

【注意事項】 

○実地研修に必要な経費は別途徴収します。 

○別府市内を総合的にプログラミングして顧客へのサービスを提供するので欠席は認められません。 

○万一、不慮の場合で欠席した場合は、欠席した体験活動の補填をしていただきます。 
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授業内容 

                       具 体 的 な 授 業 計 画     授 業 者 

＊実習先の職場（宿）は別府市内の４軒とし、４グループに分けて実習します。 

 

１．宿の想いを知り過ごし方を提案する。（１時限～15時限） 

 

他の授業で学んだ様々な基礎的な知識を総合的に身につけ、顧客のニーズに最大限

に対応するプログラムを提案するためには、現場で働きながらの学びが重要です。 

実習先の宿の経営者やスタッフとの対話を通じて、宿の現状とこれからの方向性を

考えます。 

 

また、初めて訪れた顧客（マップ）や、何度も来ている顧客（ニュースレター）を

想定して、宿周辺を楽しむマップやニュースレターを作成します。 

作成の過程においては、宿や周辺地域の観光素材の情報収集や人的なネットワーク

を活かした様々な企画の訓練を行う事になります。 

 

 

１）宿の想いを知る（１時限～3時限） 

 

実習先となる宿の経営者やスタッフへのヒアリング、意見交換等を通じて、宿の経

営方針やマーケティングに必要な各種の情報等を整理します。 

 

①授業ガイダンス 

授業の概要と授業計画を説明する。 

＜15時間の授業概要＞シラバスの説明、講義と演習、最終プレゼンと模擬接遇等の

本講座の狙い、進め方など 

＜チーム分け＞実習を進めるためのチーム編成 

 

②③宿泊施設関係者へのヒアリング調査 

宿泊施設関係者へのヒアリングの項目を作成して、実際に体験先の宿泊施設の 

関係者にとヒアリングするなどして、学習課題を共有する。 

＜宿泊施設見学＞メンテナンス業務、食事サービス業務、厨房調理等業務、フロン

ト業務等を行う施設内見学 

＜ヒアリング＞項目の設定、経営者やスタッフへのヒアリング 

＜実習の目当て＞宿泊施設側との実習課題の共有 

 

 

２）宿泊施設周辺のマップ作り（4時限～9時限） 

 

 実習先の宿を初めて訪れる顧客向けに宿周辺の楽しみ方を提案するマップを作成し

ます。その作業を通じて、宿周辺の観光素材を知り、顧客への提案力を強化します。 

＊指導は、観光ガイドブックの編集等の実務を経験している専門家が担当します。 

 

④⑤⑥周辺情報収集 

マップで観光素材を紹介するために宿泊施設周辺の素材集めをする。 

＊宿泊施設周辺の現地に出向いての調査 

＊ネット等を活用しての調査 

 

⑦⑧⑨マップ作り 

末田加良子と 

BEPPU PROJECT 
  の共同実施 
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収集した観光素材の整理、配置をして、コンシェルジュとして顧客へ提案した周

辺マップを作成する。 

＜マップ作成＞宿周辺マップの作成 

＜マップ紹介＞各チーム毎の発表および評価 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

周辺マップのイメージ 

 

 

３）宿泊施設のニュースレター作り（10時限～15時限） 

実習先の宿を何度も訪れるリピーター顧客向けに、宿への再訪を促すニュースレタ

ーを作成します。その作業を通じて、宿の訪問価値を考え、顧客への提案力を強化し

ます。 

＊指導は、観光ガイドブックの編集等の実務を経験している専門家が担当します。 

 

⑩⑪⑫宿の素材集め 

宿泊施設を紹介するニュースレターを作成するため、体験先の職員へのインタビ

ュー、ネットを活用した資料情報収集をする。 

＜企画＞全体構想とニュースレターで紹介する素材の検討 

＜情報収集＞ネット等を通じての情報の収集 

 

⑬⑭⑮ニュースレター作り 

体験先宿泊施設情報を整理して、ニュースレターの作成と発表を行う。 

＜ニュースレターの作成＞実習宿のニュースレターの作成 

＜ニュースレター紹介＞各チーム毎の発表および評価 

 

２．宿の新しいプログラムを創る。（16時限～30時限） 

顧客は別府に訪れる目的によってニーズが異なります。宿泊施設での実習を通して

、宿泊施設で顧客に提案できる滞在プログラムを創造します。プログラムのテーマは

実習先の宿の顧客層や経営方針に応じて各班が設定します。 

＊プログラムの企画は、ワークショップ形式で進めると共に、チーム相互で実際に

体験をすること等を通じてプログラムの評価を行います。 
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１）プログラム企画（16時限～24時限） 

宿泊施設におけるユニークなおもてなしプログラムを、次のテーマから２つ選んで

企画します。 

〇キレイになるプログラム 

〇ゲンキになるプログラム 

〇３日間滞在するプログラム 

〇ファミリーで楽しむプログラム 

〇外人さんが楽しめるプログラム 

 

⑯⑰⑱テーマ設定の為のワークショップ 

各チームで２種類のプログラム設定し、設定したプログラムの作成のための練習

を行う。 

＜プログラム設定＞各宿にふさわしい２種類のプログラムのテーマを話し合いによ

り決定 

＜企画練習＞プログラム企画の方法を理解するための仮テーマによるワークショッ

プの実施。 

 

⑲⑳㉑テーマ１企画 

班ごとのワークショップを行って、１つ目のプログラムを企画し、顧客へ提案で

きるような詳細な打ち合わせを行う。 

＜素材収集＞プログラムの素材の整理 

＜プログラム企画＞スケジュール、費用、運営に関しての企画立案 

  

㉒㉓㉔プログラムテーマ２企画 

班ごとのワークショップを行って、２つ目のプログラムを企画し、顧客へ提案で

きるような詳細な打ち合わせを行う。 

＜素材収集＞プログラムの素材の整理 

＜プログラム企画＞スケジュール、費用、運営に関しての企画立案 

＜発表＞各チームのプログラムの発表と相互評価 

 

㉕㉖㉗プログラム体験実習 

  各チームが企画したプログラムを受け入れ側と顧客側に分かれて相互に体験し、 

 プログラムの評価と改修を行う。 

 （実習先宿泊施設） 

＜プログラム１体験＞チームを２チームに分けて、片方が受入、もう一方が体験す   

  る 

＜プログラム２体験＞受け入れと体験を入れ替わって実習 

＊日程を２つに分けて行います。 

 

㉘㉘㉚成果発表・相互評価・まとめ 

  プログラム体験と改修後のプログラム提案を行い、最終的なプログラム企画資料

を作成する。 

＜発表会＞各チームによるプレゼンテーション、受入先の宿の経営者／スタッフに

よる感想 

＜評価＞全体交流会での実習等による相互評価 

＜全体のまとめ＞インターンシプノートの作成 
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       授業科目名  必須・選択   単位  学期曜・限    対象者      担当講師名（所属） 

 

温泉医療療養指導 

 

選択 

※コンシェルジュ

認定者は必修 

 

   ２ 

 

  

  未定 

 

 

  ２年 

 

主担講師：前田豊樹 

（九州大学） 

 

【授業のねらい】 
 世界一の温泉源泉数を誇る別府市を擁するおんせん県おおいたは、本邦における温泉利用の中心的都市と
して、健康増進に向けたプロフェッショナルアドバイザーとしての温泉コンシェルジュを育成するのに絶好
の地域である。超高齢社会を迎えた本邦における「元気で長寿」を目指す温泉利用の重要性は、ますます高
まるものと考えられます。 

本授業は、温泉コンシェルジュの知識として求められる「温泉の健康への影響」、「温泉の医療効果」に
関する適切なアドバイスを一般温泉利用者に提供できるよう、温泉に関する医療総合的知識の習得を目指し
ます。 

【具体的な到達目標】・・※前半は授業内容の括り毎に記述し、後半は重要な資質能力等を記述します（別添資料参照） 

１．知識・理解 

①安全な温泉利用法を説明できる。（Ａ-⑨） 

②健康増進目的の温泉利用法を説明できる。（Ａ-⑨） 

③持病がある方の温泉利用上の注意内容を説明できる。（Ａ-⑨） 

２．習得する資質・能力等 

①温泉による健康・医療について、温泉の様々な効能と泉質の関係を基にして、一般的な温泉利用の利点 

と危険性、体質や症状に応じた温泉利用についてのアドバイスが出来る。(Ｃ-⑱) 

②顧客のニーズや情報を収集・分析し、適切に判断して効果的なプログラムを提案できる。(Ｂ-⑥) 

【授業の内容】                                         講  師 

１．温泉医療についての総論を学ぶ。（１時限～６時限） 

１）医療における温泉の意義（１時限～２時限） 

２）日本の温泉の国際的な位置づけ（３時限） 

３）温泉の医療効果の根拠（４時限〜６時限） 

２．温泉が個々の代表的な疾患に対して及ぼす影響について学ぶ。(７時限〜15時限） 

＊循環器系疾患、呼吸器系疾患、免疫・アレルギー疾患、ストレス、代謝性疾患、肝

臓・消化器疾患、婦人科・泌尿器科疾患、呼吸器系疾患、骨・関節疾患（予定） 

畑 洋一 

前田豊樹 

    ほか 

【時間外学習】 

○各自で行う、医療施設に置ける温泉プールや鉱泥浴の見学、現場での説明リポートなどを行う。 

【教科書】 

○ 教科書ではないが、以下の参考図書を用いる 

①新温泉医学 日本温泉気候物理医学会編 ②新入浴温泉医療マニュアル 日本温泉気候物理医学会編 

③温泉療法 久保田一雄著 （金芳堂） ④新版 温泉療法 大塚吉則著 （クルーズ） 

【成績評価の方法と評価割合】 

①授業での知識：ペーパーテスト：L1:60点～/L2：70点～/L3:80点～/L4:90点～/L5:95点～ 

②授業時の課題対応：ミニレポートや学習課題への対応：L1:60～/L2：70点～90点～/L3:90点～ 

③専門性：関係者での模擬接遇：L1:60～/L2：70点～90点～/L3:90点～ 

④責任感や積極性等の授業中の態度：L1:60～/L2：70点～90点～/L3:90点～ 

【注意事項】 

○欠席は原則として認めない。 

○やむを得ない事情がある場合は、事前に文書で届け出を行い、承諾を得ること。緊急事態の場合は、事前

電話連絡とし、事後に文書で届け出ること。 

○届け出を行った欠席分については、授業内容について指定資料を元にレポートを作成して提出すること。

（形式は、随時指示するものに従うこと） 
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授業内容 

                       具体的な授業計画     授業者 

１．温泉医療についての総論を学ぶ。（１時限～６時限） 

 温泉は健康・医療に効果があると言われ、様々な疾病への活用がされています。こ

こでは、入浴法や温泉環境、健康への効果などを総合的に学びます。 

 

１）医療における温泉の意義（１時限～２時限） 

 本当に健康に良い効果的な温泉利用の方法と保養地医療について学びます。 

① 温泉概論 

温泉利用の概要について説明し、特に温泉利用の安全管理について学ぶ。 

＜15時間の授業概要＞シラバスの説明 

＜温泉入浴法＞本当に健康に良い効果的な温泉利用法、温泉についての避けるべき

危険（ベカラズ集）を学ぶ。 

② 保養地療養 

温泉利用の医学的効能の概論、特に保養地の利用について学ぶ。 

＜温泉を取り囲む環境＞温泉治療の効果を左右する周囲の環境を学ぶ。 

＜保養地での過ごし方＞短期滞在から長期滞在まで、その滞在型による望ましい保

養地での過ごし方について学ぶ。 

 

２）日本の温泉の国際的な位置づけ（３時限） 

高齢者（別府市温泉アンケート調査も紹介）、海外の温泉、温泉医療と保険について

学びます。 

③温泉利用と健康 

別府で行った疫学調査の結果や外国の温泉治療について学ぶ。 

＜疫学調査＞世界に先例のない、別府市における温泉利用と健康に関する大規模疫   

  学調査について学ぶ。 

＜外国の温泉治療＞外国の温泉治療の実情について、医療保険面を含めて本邦との

比較検討する。 

 

３）温泉の医療効果の根拠（４時限〜６時限） 

 温泉医療の様々な効果の根拠を学びます。 

④温泉の物理的効果と化学的効果 

温泉が生体に対して医療効果をもたらすメカニズムについての科学的な紹介や、  

要因温度、水圧、溶質をはじめとする温泉の物理的および化学的効果要因について

学ぶ。 

⑤特殊入浴と人工入浴剤（医療施設見学？） 

温泉には、特定の病態に効果の高い特別な温泉が存在し、温泉地以外に住む人が 

自宅でも温泉効果を実感したいという人の入浴剤について、温泉浴あるいは特殊浴

に近い効果を入浴剤にどのくらい期待できるのかを学ぶ。 

⑥温泉の健康増進効果 

温泉が身体に及ぼす好ましい効果とはどんなものか。健康増進、生活習慣病を初 

めとする慢性疾病の予防やそれらの疾患に対する治療効果のメカニズムを学ぶ。 

 

２．温泉が個々の疾患に対して及ぼす影響について学ぶ。(７時限〜15時限） 

 温泉はその成分によって疾患への効果が異なります。ここでは代表的な疾患として

循環器系疾患、呼吸器系疾患、免疫・アレルギー疾患、ストレス、代謝性疾患、肝臓

 

前田豊樹 
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・消化器疾患、婦人科・泌尿器科疾患、呼吸器系疾患、骨・関節疾患（予定）を取り

上げて、それぞれの効果について学びます。 

⑦～⑨循環器系疾患 

循環器系疾患である高血圧や不整脈、心臓リハビリテーション、その他への効果

について学ぶ。 

＜高血圧や不整脈＞温泉の血管やストレスに対する作用を学び、高血圧や不整脈と

いった心疾患に対する温泉の医療効果ついて学ぶ。 

＜心臓リハビリテーション＞虚血性心疾患（狭心症、心筋梗塞）など様々な病態か

ら慢性心不全状態の患者に対する心臓リハビリテーションの一環としての温泉療

法の適応とその効果ついて学ぶ。 

＜その他の効果＞末梢循環障害を来す閉塞性動脈硬化症やレイノー病などに対する

温泉の効果に加えて、血液の粘稠度の異常や血管の狭窄、閉塞につながる凝固異

常に関して、血小板や血液の凝固能、線溶能やその異常に対する温泉の効果つい

て学ぶ。 

 

➉呼吸器系疾患 

慢性呼吸器疾患である喘息をはじめとする慢性呼吸器疾患に対する温泉の効能、特

に、普段息切れを来しやすい方への効果を医学的に学ぶ。 

 

⑪免疫・アレルギー疾患、ストレス（線維筋痛症を含む） 

関節リウマチ、線維筋痛症、変形性腰椎症、頸肩腕症候群などで、慢性的な節々

の痛みや筋肉痛に悩む方への温泉の効果と適切な温泉利用法について医学的に学

ぶ。 

 

⑫代謝性疾患（糖尿病など）、肝臓、消化器疾患 

糖尿病、痛風等の生活習慣病に加えて、便秘、胆石などの肝臓病、消化器病に対

する適切な温泉利用について医学的に学ぶ。 

 

⑬婦人科・泌尿器科疾患 

婦人科や更年期障害、腎臓・膀胱等の疾患に対する適切な温泉利用について医学 

的に学ぶ。 

＜婦人科疾患＞としては、主として更年期障害に対する効能 

＜泌尿器科疾患＞腎臓、膀胱に対する温泉効果から泌尿器科疾患への治療効果 

 

⑭神経系疾患 

脳に対する効果、主として脳卒中慢性期（回復期〜維持期）における温泉の治療

効果について医学的に学ぶ。 

 

⑮皮膚科疾患（褥瘡を含む）、骨、関節疾患 

  皮膚科疾患や骨・関節疾患における温泉の治療効果について医学的に学ぶととも

に、「温泉医療療養指導」の授業のまとめをする。 

＜慢性皮膚疾患＞アレルギー性皮膚炎、乾癬など温泉が有効とされる慢性皮膚疾患

について学ぶ。 

＜骨、関節疾患＞関節リウマチ、変形性関節症、変形性脊椎症、骨粗鬆症などに対 

する温泉の効用について学ぶ。 

＜まとめ＞授業の重要な内容についてのまとめ 
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       授業科目名  必須・選択   単位  学期曜・限    対象者      担当講師名（所属） 

 

健康トレーニング 

 

選択 

※コンシェルジュ

認定者は必修 

 

   ２ 

 

  

 後期講義 

 

 

  ２年 

 

主担講師：住田 実 

（大分大学）、 

協同担当：陶山 俊 

（別府溝部学園短期大学） 

【授業のねらい】 

 国民的な課題としての健康・体力づくりに関する知識や指導能力は、温泉コンシェルジュの基本的な資質・

能力ともいえます。この場合、温泉地を利用する一般市民の意識や動機としては、３つの方向が考えられます

。１つは、一般市民として生涯を通して健康な生活を送るための健康・体力づくり。２つは、競技スポーツの

愛好者にとっての体力養成やコンディションづくり。３つは、病気やけがの回復期におけるリハビリテーショ

ンとしての温泉地の活用です。そこで、健康・体力づくりやリハビリテーションに関する基本的な知識、プロ

グラムの提供、関連施設の紹介サービスに係る能力は、温泉コンシェルジュとしての資質としても大いに期待

されます。 

本授業では、スポーツ・医療・リハビリ施設を兼ね備えた温泉地・別府という地域を想定しながら、別府温

泉コンシェルジュに必要なものが何なのかを幅広く学びます。 

【具体的な到達目標】 

１．知識・理解 

①温泉プールを活用した健康・体力づくりやリハビリテーションの方法が分かる。（Ａ－➉） 

 ②別府のトレーニング・医療・リハビリ施設に関する知識がある。（Ａ－➉） 

③温泉を活用した健康トレーニングやリハビリテーション、広く癒しや健康増進に関する基本的な知識があ

る。（Ａ－➉） 

２．習得する資質・能力等 

①信頼関係を築き、親和的な態度で接することができる。（Ｃ－③） 

②温泉を活用した健康・体力トレーニングやリハビリに関する知識を基にして、課題解決に向けたプログ

ラムを提案できる。（Ｃ－⑲） 

【授業の内容】                                        講  師 

１．健康・体力づくりやリハビリテーションに関する基本的な知識を学ぶ。 

（１時限～４時限） 

２．温泉プールを活用した健康・体力づくりやリハビリテーションの方法を学ぶ。 

（５時限～１０時限） 

１）温泉プールを活用した健康・体力づくりの方法 

 ２）温泉プールを活用したリハビリテーションの方法 

３．別府のトレーニング・医療・リハビリ施設の訪問学習（11時限～13時限） 

４．温泉を活用した健康・体力トレーニングやリハビリに関する個別の課題を想定して

課題解決に向けたプログラム作成（14時限～15時限） 

住田 実 

 陶山俊介、他 

 

 

 

 

【時間外学習】 

○【授業の内容】の４に関連して、必要に応じて別府のトレーニング・医療・リハビリ施設を訪問する。 

【教科書】 

○特定の教科書は使用しません。 

【成績評価の方法と評価割合】 

①授業での知識：ペーパーテスト：L1:60点～/L2：70点～/L3:80点～/L4:90点～/L5:95点～ 

②授業時の課題対応：ミニレポートや学習課題への対応：L1:60～/L2：70点～90点～/L3:90点～ 

③専門性：関係者での模擬接遇：L1:60～/L2：70点～90点～/L3:90点～ 

④責任感や積極性等の授業中の態度：L1:60～/L2：70点～90点～/L3:90点～ 

【注意事項】 

○特別な理由以外の欠席は全て減点します。遅刻も減点対象です。 

○万一、不慮の場合で欠席した場合は、必ずその授業の補填をしていただきます。 

 

 

-55-



授業内容 

                       具体的な授業計画     授業者 

１．健康・体力づくりやリハビリテーションに関する基本的な知識を学ぶ。 

（１時限～４時限） 

国民的な課題としての健康・体力づくりに関する知識や指導能力は、温泉コンシェ

ルジュの基本的な資質・能力ともいえます。この場合、温泉地を利用する一般市民の

意識や動機としては、３つの方向が考えられます。 

〇一般市民として生涯を通して健康な生活を送るための健康・体力づくり。 

〇競技スポーツの愛好者にとっての体力養成やコンディションづくり。 

〇病気やけがの回復期におけるリハビリテーションとしての温泉地の活用。 

そこで、健康・体力づくりやリハビリテーションに関する基本的な知識、プログラ

ムの提供、関連施設の紹介サービスに係る能力は、温泉コンシェルジュとしての資質

としても大いに期待されます。 

①～④健康トレーニングの基礎知識 

コンシェルジュ・サービスでは、温泉をベースにした旅行者や健康・癒やしを求め 

る相談に対して、豊富な知識に基づいて適切な提案・サービスをおこなうものです

。その中でもとくに温泉資源を活用した健康・体力づくりやリハビリテーションた

めの具体的な内容・方法についての基礎を学ぶ。 

 

２．温泉プールを活用した健康・体力づくりやリハビリテーションの方法を学ぶ。 

（５時限～10時限） 

１）温泉プールを活用した健康・体力づくりの方法（５時限～７時限） 

温泉プールを活用した健康・体力づくりでは、水中ウォーキングが有力な方法とし

て考えられます。水中ウォーキングとは、アクアフィットネスまたはアクアエクササ

イズなどと呼ばれる運動群の一種目であり、水中（おもにプール）で泳がずに歩くこ

とです。最近はプールに行くと泳ぐ人より歩く人のほうが多いことが珍しくなく、ウ

ォーキング専用のコースを設けている施設も増えており、一般にもかなり普及してい

る方法です。  

また、温泉プールを活用した水中ウォーキングでは天候の影響を受けることなく、

年間を通してエクササイズを行なうことができます。近年は夏の猛暑が問題となって

いますが、とくに中高年から高齢者にとっては、暑熱下でのウォーキングやジョギン

グよりも安全で効果的だともいえます。 

 

⑤水中 ウォーキングのメリット 

水中ウォーキングは、エアロビクスと同じくいわゆる有酸素運動です。しかし一

般に有酸素運動においては、過度の運動や不適切なプログラムによって膝や腰など

の関節を痛めるケースもあり注意を要するといわれています。そのような中で、水

中ウォーキングは安全・快適に進めることができることを学ぶ。 

  その大きな特色は、水中のため浮力があるということです。これによって腰や膝

に負担がかかる危険のある高齢者や肥満気味の人であっても、比較的安全・快適に

行える。 

 

⑥⑦水中ウォーキングの方法 

水中では体重が低減するという特質などを利用して、普通歩行以外のバリエーシ

ョン・ウォーキングを行なうことができることを学ぶ。 

＜後ろ向き歩き＞ 後ろを向いて歩くことで、普段は使わない身体の裏側の筋肉を鍛

えることができ、腰痛の予防にもなることを学ぶ。 

＜フロントランジ歩き＞ウエイトトレーニングでフロントランジを行なう際のよう

に一歩一歩を大きく踏み出して歩きます。陸上ではかなりの筋力の持ち主でない
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とできない歩き方ですが、水中では比較的容易に行なえます。また近年注目され

ている「大腰筋」を鍛えることもなどを学ぶ。 

＜キック・ウォーク＞ 一歩ごとに空手の前蹴りのように足を蹴りだして歩くこと

で、足の筋肉の強化が期待できる。 

＜ジャンプ・ウォーク＞ 水中で跳ねながら歩くことで、陸上で同じことをしたら大

きな衝撃が下肢にかかりるが、水中なら衝撃が大幅に低減されことを学ぶ。  

   その他、個人の体格・体力等にあった水中ウォーキングのフォームを各自の実

践の中から見出していくことも学ぶ。 

 

２）からだにやさしいスロートレーニングによる筋肉づくり（８時限～10時限） 

 競技スポーツ選手のみならず、一般の中高年者を対象とした健康・体力づくりにお

いて注目されているスロートレーニングについても学びます。水中ウォーキングと同

様にからだに対する負荷が軽減されたトレーニング方法は、リハビリテーション分野

においても注目されており、健康・体力づくりやリハビリテーションに関する基本的

な知識、プログラムの提供を担う温泉コンシェルジュとしての資質としても大いに期

待される内容です。 

⑧スロートレーニングとは、 

最大筋力の 50%程度の不可により、ゆっくりとした動きで筋肉トレーニング（以

下、筋トレ）をすることで、スローで筋トレを行うと、筋肉が太くなる効果が高ま

ることは、実は以前から経験的に知られていたが、最近の研究でその効果が科学的

に実証されたものであり、その効果を学ぶ。 

＜スロートレーニング＞負荷が小さくて済むトレーニングなので、高齢者にはもち

ろん、腰痛やヒザが痛い人にも行いやすいものです。血圧があがりやすく通常の

筋トレに不向きとされてきた高血圧や、動脈硬化の進んだ人にも同様です。 

＜スロートレーニングによる成長ホルモンの分泌＞組織を成長させ、からだを動か

すために大切な腱やじん帯、骨を丈夫にする効果もあり、骨粗しょう症の予防に

もなる。また、新陳代謝を高める効果もあることなどを学ぶ。 

※スロートレーニングは、通常の筋トレと比較すると負荷が軽くて行いやすいト

レーニング方法ですが、腰痛、ヒザ痛、高血圧など、不安がある方は、医師や

トレーナーに相談してから行う必要があります。 

※スロートレーニングを行っている教室では、減量や内臓脂肪のスリム化といっ

た効果の報告もあります。これに有酸素運動を組み合わせると、さらにダイエ

ットの効率が高まるという報告もあり、スポーツ選手のみならず一般の中高年

者の健康・体力づくりの指導力も期待される担う温泉コンシェルジュとして大

切な内容です。 

 

⑨➉温泉プールを活用したリハビリテーションの方法 

＜温泉プールを利用したリハビリ＞温泉プールを活用した健康・体力づくりにおい

て、競技スポーツ愛好者にとっての体力養成やコンディションづくりのほかに、

病気やけがの回復期におけるリハビリテーションとしての温泉プールの活用も効

果的である。そこで、温泉コンシェルジュとしての資質としても大いに期待され

る温泉プールにおけるリハビリテーションに関する基本的な知識、プログラムの

提供、関連施設の紹介サービスについて学ぶ。 

＜プロのスポーツ選手のリハビリテーション＞水中では体重が低減するので、運動

時に下肢にかかる衝撃が大幅に軽減される。そのため足や膝を故障している人、

肥満気味の人、あるいは運動不足の人に有効であり、リハビリテーションに適し

た運動といえる。そこでプロのスポーツ選手のリハビリテーションの方法として

も、多く取り入れられるようになっている。また、水中ウォーキングは怪我や故

障を起こすことの少ない運動であることから、妊婦・幼児・高齢者・障害のある
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人なども比較的安全・快適に行なうことができることなども学ぶ。 

 

３．別府のトレーニング・医療・リハビリ施設の訪問学習（11時限～13時限） 

病気やけがの回復期におけるリハビリテーションとしての温泉地の活用として、温

泉地・別府のトレーニング・医療・リハビリ施設の訪問学習を行います。 

⑪⑫⑬ハビリテーションに関するプログラム調査 

各施設を訪問して、施設の特色に応じた健康・体力づくりやリハビリテーション

に関するプログラムの提供、関連施設の特色について調べて、グループ発表します 

 

４．温泉を活用した健康・体力トレーニングやリハビリに関する個別の課題を想定し

て課題解決に向けたプログラム作成（14時限～15時限） 

⑭⑮個人の課題解決に向けたプログラムづくり 

温泉を活用した健康・体力トレーニングや病気やけがの回復期におけるリハビリ

テーションに関する「個別の課題」を想定して、課題解決に向けたプログラムやの

温泉地の活用についてグループ学習により作成し、健康・体力づくりやリハビリテ

ーションに関する基本的な知識、プログラムの提供、関連施設の紹介サービスに係

る学びをする。 

 

【資料】 

① 日本スイミングクラブ協会 ・編『アクアフィットネス・アクアダンスインス

トラクター教本』、大修館書店、2008年 

② ミミ・ロドリゲス・アダミ『アクアフィットネス』産調出版、2007年 

③ 橋 雄介『歩くだけで若返る! プールウォーク超入門』東邦出版、2013年 

④ 久野譜也（監修）『10分で十分筋トレ（付録：ＤＶＤ）』NHK出版、2006年 

⑤ 久野譜也（監修）『〔NHKきょうの健康〕転倒予防の簡単筋トレ』NHK出版、

2007年 

⑥ 久野譜也（監修）『〔NHKクローズアップ現代〕寝たきり予防の簡単筋トレ』

NHK出版、2002年 
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～角田陽子コンシェルジュ講演概要～ 

 

期日 平成２６年３月１０日 

会場 別府溝部学園短期大学 

 

～コンシェルジュとの出会い～	 

明治学院大学での学生時代に、ISA（国際学生協会）という組織に所属し、海外から学生を招聘してあらゆる問

題について英語で話し合うという経験をしました。その際、外国人の学生たちと交流することの楽しさを感じ、さら

に滞在のお世話、たとえばホテルや会場や交通の手配をしたり、観光にお連れしたり、イベントの企画運営をした

り、などに大きなやりがいを感じ、ぜひ国際交流の仕事に就きたいと思うようになりました。ある日知人から「ホテル

で働くというのは民間の外交官になるようなことだと思うよ。」という言葉とプリンスホテルのお仕事のお話をいただきま

して、試験を受け、入社できることになりました。そして配属されたのが赤坂プリンスホテルです。私はフロントスタッ

フとしての入社でございました。フロントデスクから、ロビーの真ん中に、外国人ゲストがいれかわり立ち寄るデスク

が見えたのですが、そちらで流暢な英語を駆使し、テキパキと接客をする女性の仕事を見たのが、私のコンシェ

ルジュとの出会いした。その日から「いつかはコンシェルジュになりたい」と強く憧れるようになりました。調べたとこ

ろコンシェルジュというのは日本では当時まだほとんど知られてない言葉で、日本ではほんの数件のホテルにそ

のようなセクションが設置されはじめたという状況でした。私は入社して１年程で夢が叶いコンシェルジュに移動に

なりました。普通コンシェルジュと言うのは、フロント業務に少なくとも数年は就き、ホテルのことを理解し、社会人と

しての経験を積んでから始めるべき仕事なのですが、私の場合、コンシェルジュの方がご結婚で退職され急に外

国に行かれるという事情により、運よく早めに念願のコンシェルジュになることができました。そこから、日本でのコ

ンシェルジュの草分けとしての仕事の日々が始まりました。 

 

コンシェルジュデスクにお立ち寄りになるのはほとんどが外国人ゲストです。まず、赤坂や銀座などの主だった

街を歩いて、外国人の方にもおすすめできるお店を調べて、自分で手書きの地図を作りました。英語と日本語と

で地図を作って、自分の空いた時間は行ったことのないお店に行って、味はどうか、サービスはどうか、ということ

を自分の時間とお金を使って調べて、だんだんと街の情報を自分のものにしていきました。例えば、鎌倉に行きた

い外国人ゲストがデスクにいらっしゃるとします。「赤坂見附からだったら銀座線に乗って新橋に行って、新橋から

はＪＲ横須賀線に乗って鎌倉もしくは北鎌倉で降りて、こういうところを見て、さらに鎌倉大仏を見るには江ノ電に

乗って・・・・」と言うような内容を英語と日本語の両方で書いている１枚のシートを作りました。どうしてバイリンガル

かというと、英語はもちろんそのお客様のため、そして日本語はお客様がご自分の乗ろうとしている電車が本当に

正しいかを日本人に確かめたい時などに、そのシートを指差して日本人と確認できるようにするためです。さらに

最後に必ず渡すものはホテルの地図が載ったカードです。迷子になった時の為にもおひとりおひとりに渡すよう

にしています。ところで赤坂プリンスホテルの向かいにニューオータニというホテルがあります。私たちのデスクに

来られて「赤坂プリンスのコンシェルジュはすごくいい地図を持ってるって聞いたので、１枚もらえるかな。僕、実は

向かいのニューオータニに泊まってるんだけど(笑)！」というお客様が増えてきて、わざわざ道を渡って坂を上っ

て赤坂プリンスホテルまで来てくださることをとても光栄に思いました。私たちとしては、今はご宿泊でないお客様

であってもこの次は赤坂プリンスホテルに泊まってくださるかもしれないので、もちろん「喜んでさしあげます！」と

いうところです。 
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実際にコンシェルジュの質によってホテルを決めるというお客様は大変多くいらっしゃいます。ビジネスとか観光と

か食事などリクエストに、満足以上の感動を与えてくれるコンシェルジュがいたとしたら、ビジネスも絶対にうまくい

くとわかっていらっしゃるのです。コンシェルジュが頼りにならなければホテルを変える、という方も多いようです。コ

ンシェルジュというのは一見お金を生まないボランティアのセクションのように見えますけれども、実はそうではなく

て、大変大きな収入をホテルにもたらすということを経営者の方々にはご理解していただきたいと思います。 

 

～コンシェルジュの起源～	 

コンシェルジュの起源を簡単にお話しさせて頂きます。“Concierge”はフランス語でございますが、４、５世紀に、

キリスト教の巡礼で、巡礼者が宿泊していた小さな教会のことをホスピスと呼んでおり、そこでホスピタリティという、

おもてなしの概念が生まれたと言われています。そこで疲れた旅人のお世話をしていた人達がコンシェルジュの

起源のようです。ただその時に彼らをコンシェルジュと呼んでいたという記録はみつかっていません。時は流れて、

コンシェルジュという名前が初めて出たのは１４世紀、フランスにコンシェルジュリーという、元々は王宮として建て

られ、後に国営の牢獄になった場所で、特権を与えられ門衛をしていた人のことをコンシェルジュと呼んでたとい

うことが、現在ではユニセフの世界遺産にもなっている歴史的建造物・コンシェルジュリーのドアにはっきり書かれ

ています。その頃から現代まで、フランス語ではコンシェルジュというのは、例えばアパルトマンの管理人さんとか

門番とかそういう意味でもつかわれるようになりました。その後また時が流れまして、１９世紀後半のこと、ヨーロッ

パに大規模ホテルがいくつも出てきました。そこで宿泊客の部屋の鍵を預かったり、戻って来た時にお渡しする

係が出てきました。彼らコンシェルジュは、最初は鍵の受け渡しだけだったのでしょうが、顔見知りになると「ちょっ

と今日は牡蠣の美味しいのが食べたいのだけれども、君はどこがお薦め？」とか「パリももう５回目で有名なところ

は見物したので、観光客はあんまり行かないけれどもここはぜひ見ておくべき！というところはないかな？」な

ど・・・。もしくはもっと日常的な「このシャツをランドリーに出しといてくれるかな？」等々、いろんなリクエストを受け

ているうちに今のコンシェルジュというような仕事内容に進化して行ったと言われています。1929 年にパリで 30 名

のホテルのコンシェルジュがユニオンを作りました。それが現在まで続いているレ・クレ・ドール（金の鍵）というコン

シェルジュの世界組織です。私も昨年マンダリンオリエンタル東京を退職するまでは国際会員のコンシェルジュで

ございました。設立から 80 年以上が経ち、今では 44 ヶ国で約 3500 名の国際会員がいる大きな組織になっており

ます。 

 

～コンシェルジュとは～	 

コンシェルジュというのは、自分が拠点を置く町を熟知し、お客様に正しいアドバイスとそれに伴う手配を可能

にしていく相談係です。満足だけでなく、感動を与えるために、ホスピタリティにあふれる最高のおもてなしを提供

するのがコンシェルジュと言われています。とくにラグジュアリー１泊７万円以上の高額の宿泊代をお支払いの方

に「それはできません」とは言えません。だからというわけではないのですが、私たちは極力「Ｎｏ」は言わないよう

にしています。ただ「Ｎｏ」を言わないというのは何でも言うこと聞くとか、こびへつらうとかではありません。「Ｎｏ」と

言わないということは、お客様が満足いただける何か、例えば「これが出来なくてもこれはどうですか？」というよう

な提案をすることです。例えば、お客様が「１週間東京に滞在するから毎日３ツ星のレストランに行きたい」とおっ

しゃる方も多くいらっしゃいます。でも、ほとんどの３星レストランは２ヶ月先まで予約で一杯なので難しいのですが、

そこで「それは無理ですよ」とは申しあげません。もしかしたらキャンセルが出て空いているかもしれないので、事

情を説明し「難しいとは思いますがトライをさせてください」と伝えます。そして、ただ３星がどうしても取れない時は、
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「私たちのお薦めする２星レストランで予約を取りますがいいですか？」とお尋ねします。お客様も、「君たちの薦

めるところだったらいいよ。」というふうに言っていただけることが多いです。結果として２星のレストランになりまして

も、美味しいお料理と素晴らしいサービスを受けてご帰館なさり「素晴らしかったよ！ありがとう！」と言って、満足

そうな表情でお部屋に戻っていかれる姿を見て私たちはほっとします。結果としてお客様がハッピーになればそ

れが一番よいのでは、と思います。 

 

～コンシェルジュの日常～	 

例えば「これから行くところの地図を準備して欲しい」とか「ランチ、ディナーの予約を取ってほしい」とか「これか

ら１週間空いているのだけれども僕何したらいい？」とか、というのはとてもよくあるリクエストです。日本人の私たち

は外国に行く前には予定をきちんきちんと立てる人が多いと思いますが、海外の方は「今、日本に着いてこれから

１０日間ハネムーンなんだ。僕たち何したらいい？」みたいなカップルも多くいらっしゃいます。そういうときはまず

希望、お好みをお聞きして、たとえば京都、北海道、湯布院、など、場所を考えてあげて、ホテル・旅館やＪＲ・飛

行機などのチケットを予約し、旅程表をすべて日本語と英語で作成し、チケットもちゃんとわかるように並べて封筒

にいれて・・・というような仕事も毎日やっております。さらには予期せぬリクエストというのがたくさんあるのでとても

刺激的なのです。例えば錦鯉を買いたいとおっしゃるドイツ人のお客様がいらしたとします。「錦鯉を持って帰る

のですか、ドイツに？！」「うん、そうだよ。そのために自宅に池を作ったんだよ！」と言って写真まで見せて下さい

ます。お城みたいな豪邸に見事な池があって「後は錦鯉を入れるだけなんだ！」とのこと。調べましたら新潟県の

小千谷市の錦鯉が有名とのことなので、さっそく大きそうな業者さんに電話をします。するとあちらも慣れたもので、

錦鯉屋さんの社長さんが駅まで迎えに来てくれて、「（送迎から町の案内から鯉の輸出まで）後は任せとけ！」と、

スムーズに手配して下さいました。 

赤坂プリンスホテルの後に、ホテル西洋銀座というホテルに勤務いたしました。ホテル西洋銀座は小型のラグジ

ュアリーホテルでした。残念なことに開業から 20 数年で、去年の５月に幕を閉じた伝説のホテルです。堤清二さん

がセゾングループのフラグシップホテルとして、銀座の目抜き通りに彼の理想のホテルを作ったのです、そこでオ

ープン後まもない時期に宿泊されたのが、（アメリカの大女優）エリザベス・テイラーさんでした。彼女がとってもホ

テル西洋銀座を気に入ってくださって、ハリウッドに戻り「あなた、東京に行くならホテル西洋銀座よ！」と俳優さん

たちに宣伝してくださったらしく、それからほとんどの有名ハリウッドスターの方々にご宿泊いただき、私も接客をさ

せていただきました。リチャード・ギア、ハリソン・フォード、ケビン・コスナー、皆さん本当に素敵で気さくな方々 

でした。 

 

～コンシェルジュのおもてなしの心・・・大切にしていること～	 

「全身全霊で相手の話を聞く」ということです。もし「角田陽子/コンシェルジュ」と検索していただくとＮTT コムウ

ェアのインタビュー記事をご覧いただけまして、このこともお話ししておりますのでよろしければご覧ください。私が

思うのは自分がおしゃべり大好きという方はあまりコンシェルジュに向いてないということです。それよりも、お客様

が何を求めていらっしゃるかということをしっかり聞ける人がよいと思います。人としゃべるのが好きとか、接客が好

きとか、底抜けに明るいとか、そういう方が接客業に向いていると思われることがあるかもしれないのですけれども、

そうとは限らないと私は思います。お客様の中には雑談を話しかけられるのが苦手とか、名前を呼ばれるのが嫌と

か、話しかけられる際もおだやかに静かに話しかけられたいという方もたくさんいらっしゃると思います。例えばエ

レベーターで、私が A 様という名のゲストをエスコートしていて、そこに別のゲストが乗っていらしたとします。その
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際に私たちは A 様の名前はお呼びしないし、基本、お話もしません。プライバシーを守るためです。私が大学で

教えているのは、「大切なのはしゃべり方ではない。聞き方である」ということです。聞き方がどうして大切かというと、

「ちゃんと聞いていますよ！」という態度を示すことで相手も話しやすくなるからです。あなたがちゃんと聞いている

様子が見えなかったら、“10”話すところを“５”でやめるかもしれません。逆に“５”お話しするつもりが、あなたの誠

意のあるリアクションや、質問、もしくはしっかりと顔を見てうなずいてくれたりそれだけで“10”話そうという気になる

かもしれません。聞く練習のために、授業では何人かでグループになって他愛のない話をお互いに聞き合う授業

をしたりしております。「あなたのことをしっかり聞いていますよ！」という姿を見せることはとても大切です。 

デスクやカウンターに不機嫌にやって来られたお客様が、私と 10 分とか 15 分とお話をして、今日の計画や明

日の計画が決まったという時に「今日が楽しみになってきたわ」と、表情が明るくなって笑顔でおでかけになる、と

いうのが至福の瞬間です。そういう方でとても印象的な方が１人おられました。ホテル西洋銀座でのことですが、

チェックインの時、旅のおつかれからか大変不機嫌でした。ニューヨークから来られた女性で、にこりともせず眉間

にしわを寄せてお話されていました。お部屋までお連れしましたところ、そこで東京に関する様々な質問を受けま

した。レストランのこと、観光のこと、ショッピングのこと、などなど 30 分くらい答え続けたと思います。やがてある程

度ご満足されたのか「ありがとう、もういいわ」とおっしゃって「これチップよ。」とお金をだされました。「それは結構

です。これは私の仕事ですから。」と申しましたところ、突然私の顔をしっかりご覧になられて「あら、そうなの。ふー

ん、で、あなたの名前は？」とお尋ねいただきました。「YOKO です」とお答えしたら「オノ・ヨーコと同じ名前ね？彼

女と私は友達よ。」とのこと。驚きましたが・・・この方はあの有名なスター・ウォーズに出演されていたレイア姫役の

女優キャリー・フィッシャーさんでした。そこからは急にお心を開いてくださり、毎日コンシェルジュデスクにお越しく

ださり、ご家族で東京を満喫されたようです。ご出発の際には私にプレゼントまで準備してくださり、さらには「ニュ

ーヨークタイムズに東京の記事を書くので、その時あなたの名前も入れるわね」とのこと。数週間後のニューヨー

ク・タイムズの彼女の記事に本当に私の名前が載りました。とても不機嫌な方がだんだんと誠意を感じとってくださ

り心を開かれたという、コンシェルジュのやりがいを感じさせてくださったゲストのおひとりです。 

 

～外国人・富裕層のお客様をお迎えするために～ 

 こらからは中東のイスラム教のお客様も増えることが考えられます。宗教に合わせたお食事の準備も必要

になってくるでしょう。富裕層の方には一般人の感覚の「普通は・・・」という考えは通用しません。移動もプライベ

ートジェットにヘリコプター、など驚くこともたくさんあります。また、高質なライフスタイルは保ちながらも少し冒険を

されたいと思われる方が多いので、お宿が高級、高質でないと満足されないことが多いです。よく小さな地方都市

に行かれたいとおっしゃって、その街で一番のホテルを予約しても「ここは私たちの泊まる所じゃない」と、泊まら

ずにその日のうちに戻られることもあります。言葉が通じないということも大きな障害になっているようです。 

 

～温泉コンシェルジュの方に期待すること～	 

私どもは東京のコンシェルジュでありますが、もちろん日本中のことを知っているという前提でお客様は質問を

なさいます。温泉コンシェルジュの方には別府のことだけではなく、大分県のこと全体、さらには九州のことなどを

お勉強していただきたいと思います。コンシェルジュを目指して勉強をして、コンシェルジュのお仕事を続けていく

ことは、自分自身が磨かれることにもなります。豊かな人生を過ごすためにもコンシェルジュというのはとても素晴

らしい選択肢であるということを、この仕事に 20 年間就いていた私からお伝えしたいと思います。ご参考までに例

えばこの書籍「にっぽん再発見 大分県」という、求龍堂さんという美術本出版などで有名な出版社からでている
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本ですが、私が所属する「NPO 法人大分人祭り」という、東京で大分を盛り上げようという団体の理事長・伊藤彩

子が協力して作っております。他にもいろいろと良い本が出ていると思いますので参考になさるとよいと思います。

さらには、例えば美術のこととか、音楽のこととか、お客様と温泉のことのみならず,さまざまな分野の会話が出来る

ように教養を磨いていただき「あのコンシェルジュがいるからやっぱり温泉は別府に行こう。」という風にようになれ

たら素晴らしいと思います。 

本日はありがとうございました。 

 

 

～角田陽子さんプロフィール～	 

Profile	 

大分県大分市出身。大分上野丘高校卒業。明治学院大学英文科を卒業後、赤坂プリンスホテルに入社。フロ

ント業務研修のあとコンシェルジュに。日本でのコンシェルジュの草分けとして業務に邁進。ホテル西洋銀座に

転職し、世界のＶＩＰの接遇を体験・その後英会話学校（大分市）の教師を２年、外資系メーカー（東京）での社

長秘書として５年間勤務したのちホテル業界に復帰。ホテル西洋銀座にて６年間、マンダリンオリエンタル東京

にて７年間、世界中からのお客様の接遇を担当。コンシェルジュ歴は延べ２０年以上。ホスピタリティ、おもてな

し、マナーについての講演なども多数。武蔵野大学非常勤講師。ＮＰＯ法人大分人祭り副理事長。 
 

将来の夢	 

日本を真に「おもてなし」の心であふれる場所にするお手伝いをしたい。 

 長年コンシェルジュとして世界中からのお客様と接した経験から得たおもてなしの極意を人々に伝えながら、海

外からの旅行者にとってより親切な日本を創るお手伝いをしたい。若い方々には特に、社会におけるホスピタリテ

ィマインドの大切さを伝えていきたい。 

また、故郷大分と東京をつなぐ活動もライフワークとして続けて行きたい。 
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委 員 会 開 催 実 績 

 

1.中央委員会 

(1)目的：本事業目的の共有、事業進捗状況の確認、課題・問題点の共有、長期ビジョンを形成した。(2)体制：８名の委

員を招聘し推進した。 

(3)開催回数：４回（９月、１２月、２月、２月） 

 回数      日時     会 場             協 議 内 容 

  １ 

 

 

 

Ｈ２５年９月１７日 

 

 

 

県立社会教育総合セン

ター 

 

 

目的：事業の共通理解を図るために開催する 

①事業説明 

②事業に関する意見交換 

③事業の方向性を決定 

  ２ 

 

 

 

 

 

Ｈ２５年１２月４日 

 

 

 

 

 

溝部学園 

 

 

 

 

 

目的：実施校の視察等を通してカリキュラム   実施の

可能性を協議する 

①授業カリキュラムの作成について 

②来年度の受講者募集について 

③人材育成の基本事項の協議 

④教育環境の視察と教員との懇談 

  ３ 

 

 

Ｈ２６年２月５日 

 

 

溝部学園 

 

 

目的：カリキュラムに関する最終協議を行う。 

①専門科目の授業カリキュラム（案）の検討 

②チラシやガイドブックの作成について 

  ４ 

 

 

 

Ｈ２６年２月２７日 

 

 

 

溝部学園 

 

 

 

目的：事業に関する全体的な協議・決定する 

①専門科目の授業カリキュラム最終案について 

②チラシやガイドブックの配布について 

③平成２５年度事業報告書について 

 

２．カリキュラム評価委員会 

(1)目的：温泉コンシェルジュに求められるカリキュラムの検討した。 

(2)体制：１２名の委員を招聘し推進した。 

(3)開催回数：３回（９月から２月までの適宜） 

(4)内容：“別府温泉コンシェルジュ”の育成に必要なモデルカリキュラム基準・達成度評価の作成 

     等による 10 科目の専門科目カリキュラムを作成した。 

 回数      日時      会 場               協 議 内 容 

  １ 

 

 

 

 

 

 

 

Ｈ25年10月17日 

    

 

 

 

 

 

 

県立社会教育総合セン

ター 

 

 

 

 

 

 

目的：カリキュラム作成の基本事項の協議 

１．基本事項の協議 

①“温泉コンシェルジュ”の定義付け 

②“温泉コンシェルジュ”に求められる必須能力③モデル

カリキュラム基準 

④達成度評価 

２．カリキュラム作成の方法の協議・決定 

＊作成様式及び手順 

  ２ 

 

 

Ｈ２５・２・２７ 

 

 

溝部学園 

 

 

目的：カリキュラムの協議 

①専門科目のカリキュラムの説明と全体協議 

②③平成２５年度事業報告書について 

  ３ 

 

 

Ｈ２６・３・１０ 

 

 

溝部学園 

 

 

目的：カリキュラムに関する最終報告・決定 

①カリキュラムの決定及び意見交換 

※講演会 
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備考

1 委員長

2 副委員長

3 委　員

4 委　員

5 委　員

6 委　員

7 委　員

8 委　員

1
プログラム
作成担当

2
プログラム
作成担当

3
プログラム
作成担当

4
プログラム
作成担当

5
プログラム
作成担当

6

7
プログラム
作成担当

8
プログラム
作成担当

9
プログラム
作成担当

10
プログラム
作成担当

11
プログラム
作成担当

12

おんせん県おおいた・別府型ドリームプロジェクト委員

畑　洋一 畑病院委員長・温泉と運動研究会会長

住田　実 大分大学教育福祉科学部教授

姫野　由香

前田　豊樹 九州大学別府病院准教授

山出　淳也 ＮＰＯ法人BEPPU PROJECT代表理事

恒松　栖 別府市退職校長会　会長

中川　忠宣 大分大学高等教育開発センター教授

斉藤　雅樹 大分県産業科学技術センター 主幹研究員

前田　豊樹

２．カリキュラム評価委員

大分大学工学部　助教

氏名 所属

野上　泰生

溝部　仁

別府市福祉保健部長
　健康に関する行政のトップとして、温泉との関係を中心に本事業の成果を
生かす方向での取り組み（修了証発行、関係機関・議員等への周知）を推進
していただくとともに、修了者の雇用への取り組みの推進。

別府市教育委員会教育長
　別府市教育行政の長としての、義務教育との関連からの示唆をいただく。

大分県中小企業家同友会副代表理事
　企業インターンシプの受け入れの推進や、関連企業への就労の拡大を推進
していただく。

別府市観光協会総務部長
　中堅人材コンシェルズに必要な別府市の観光に関する識見と学習プログラ
ムの提供をしていただく。

ＮＰＯ法人ハットウ・オンパク代表理事
　地域活性化に取り組むリーダーとしての識見を提供するとともに、学習プ
ログラムの提供、周囲の関係者への啓発役を担っていただくことや、修了者
の雇用への取り組みの推進。

ＮＰＯ法人ハットウ・オンパク運営室長
　地域活性化に取り組むリーダーとしての識見を提供するとともに、学習プ
ログラムの提供、周囲の関係者への啓発役を担っていただくことや、修了者
の雇用への取り組みの推進。

別府溝部学園短期大学長
　実施主体としての取り組みに関する提案、実践、経理関係をしていただ
く。

九州大学別府病院准教授
　温泉医療、温泉による健康等の研究成果を生かして、子どもたちへの温泉
に関する学びの内容を提供していただく。

牧　昌生 別府溝部学園短期大学教授

１．中央委員会委員　　　

野上　泰生 ＮＰＯ法人ハットウ・オンパク運営室長

大塚  直登 別府市観光協会総務部長

鶴田浩一郎 ＮＰＯ法人ハットウ・オンパク代表理事・ホテルニューツルタ社長

氏名 所属

伊籐　慶典

寺岡　悌二

麻生　雅憲

大塚  直登

鶴田　浩一郎
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３．事務局

園部　秀靖 ＮＰＯ法人大分県「協育」アドバイザーネット

佐藤　真由美

ＮＰＯ法人大分県「協育」アドバイザーネット吉野　葵

上原　政道 ＮＰＯ法人大分県「協育」アドバイザーネット

ＮＰＯ法人大分県「協育」アドバイザーネット

江口　清美 ＮＰＯ法人大分県「協育」アドバイザーネット

山本美咲 ＮＰＯ法人大分県「協育」アドバイザーネット

八川　徹 ＮＰＯ法人大分県「協育」アドバイザーネット

牧　昌生 学校法人溝部学園地域連携センター長

安達美和子 大分大学教育支援課公開講座担当

氏名 所属

武本　幹雄 一般社団法人　プテラ代表

生重幸恵 NPO法人スクールアドバイスネットワーク理事長

中川忠宣 大分大学高等教育開発センター教授
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大分大学高等教育開発センター 
 

 

 

 

 

推進事務局 
大分大学高等教育開発センター 

                                住所：〒870-1192 大分市大字旦野原 700 番地      

       大分大学教育支援課 公開授業・講座担当  

                                                              TEL/FAX(097)554-8509      

            担当：大分大学高等教育開発センター 教授   中川忠宣  

 

事 業 主 体 
                                                             別府溝部学園短期大学 学 長 溝部 仁    

                                                             住所：〒874-8567大分県別府市亀川中央町 29-10 
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